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◦
平
成
17
年
８
月
12
日　

八
女
郡
の
黒
木
町
、

立
花
町
、
矢
部
村
、
星
野
村
の
２
町
２
村
か

ら
八
女
市
に
対
し
て
編
入
合
併
を
前
提
と
し

た
合
併
協
議
の
申
し
入
れ
あ
り
。

◦
平
成
17
年
８
月
31
日　

合
併
担
当
課
長
レ

ベ
ル
の
第
１
回
の
合
併
研
究
会
を
開
催
（
平
成

18
年
８
月
ま
で
に
11
回
開
催
）

◦
平
成
17
年
９
月
５
日　

上
陽
町
か
ら
の
編

入
合
併
協
議
の
申
し
入
れ
と
同
じ
８
項
目
の

「
基
本
的
な
考
え
方
」
を
も
っ
て
、
改
め
て
合

併
協
議
の
申
し
入
れ
あ
り
。

◦
平
成
18
年
10
月
１
日　

旧
八
女
市
と
旧
上

陽
町
が
合
併

◦
平
成
18
年
10
月
20
日　

２
町
２
村
か
ら
改

め
て
、
新
八
女
市
に
法
定
合
併
協
議
会
の
設

置
の
申
し
入
れ
あ
り
。

◦
平
成
18
年
12
月　

合
併
研
究
会
を
副
市
町

村
長
レ
ベ
ル
に
格
上
げ
し
、
平
成
19
年
８
月
ま

で
に
９
回
開
催
。

〈
主
な
研
究
内
容
〉
合
併
協
定
項
目
の
調
整
方

針
、
新
市
ま
ち
づ
く
り
の
構
想
の
方
向
性
の

素
案
作
成
、
財
政
シ
ュ
ミ
レ
ー
シ
ョ
ン
な
ど

◦
平
成
19
年
９
月　

住
民
の
意
向
を
踏
ま
え

る
必
要
が
あ
る
と
の
共
通
認
識
の
も
と
、
１
市

２
町
２
村
が
同
じ
設
問
設
定
で
、
20
歳
以
上

の
人
を
対
象
に
「
市
町
村
合
併
に
関
す
る
住

民
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
」
を
実
施
。「
賛
成
す
る
」

「
八
女
地
域
の
将
来
の
ま
ち
づ
く
り
・
自
治
体

の
財
政
状
況
や
時
代
の
流
れ
を
考
え
る
と
合

併
は
や
む
を
得
な
い
」
と
の
回
答
は
、
い
ず
れ

も
過
半
数
を
超
え
た
。

　

八
女
市
70
・
５
％
、
黒
木
町
68
・
２
％
、

　

立
花
町
73
・
８
％
、
矢
部
村
83
・
３
％
、

八
女
市
、
黒
木
町
、
立
花
町
、
矢
部
村
、
星
野
村

合
併
ま
で
の
経
過
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平
成
22
年
２
月
１
日
八
女
市
は
、
黒
木
町
、
立
花
町
、
矢
部
村
、
星

野
村
と
の
合
併
に
よ
り
、
人
口
約
７
万
１
千
人
、
面
積
約
４
８
２
平
方

キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
福
岡
県
で
は
、
第
２
番
目
の
広
大
な
新
生
「
八
女
市
」

が
誕
生
致
し
ま
し
た
。

　

こ
の
歴
史
的
な
合
併
に
至
る
ま
で
に
は
、
各
方
面
で
多
岐
に
わ
た
り

ご
尽
力
い
た
た
だ
き
ま
し
た
関
係
各
位
、
並
び
に
市
・
町
・
村
民
の
皆

様
方
に
心
か
ら
感
謝
を
申
し
あ
げ
ま
す
。
さ
ら
に
は
、
各
町
村
長
を
は

じ
め
、
各
市
町
村
議
会
の
皆
様
方
の
大
変
な
ご
苦
労
に
対
し
ま
し
て
衷

心
か
ら
敬
意
を
表
し
ま
す
。
私
は
、
何
よ
り
も
新
生
「
八
女
市
」
の
誕

生
の
喜
び
を
、
市
民
の
皆
様
と
共
有
で
き
ま
し
た
事
、
並
び
に
新
八
女

市
の
未
来
へ
の
基
盤
づ
く
り
に
市
民
の
皆
様
と
協
働
で
汗
を
流
せ
る
事

を
誇
り
に
思
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
幾
久
し
く
新
市
の
誕
生
が
、
後
世
に

語
り
継
が
れ
て
行
く
事
で
あ
る
と
心
か
ら
願
っ
て
お
り
ま
す
。

　

世
界
的
な
経
済
不
況
の
中
に
あ
っ
て
、
地
方
自
治
体
の
財
政
状
況
は

一
段
と
厳
し
く
な
る
と
予
想
さ
れ
る
中
、
多
岐
に
わ
た
る
市
民
の
皆
様

方
の
ニ
ー
ズ
に
お
応
え
し
て
行
く
に
は
、
効
率
的
な
行
政
運
営
の
実
施

や
徹
底
し
た
行
財
政
改
革
が
求
め
ら
れ
て
ま
い
り
ま
し
た
。
こ
の
こ
と

は
平
成
12
年
４
月
の
地
方
分
権
一
括
法
の
施
行
に
よ
っ
て
、
我
が
国
の

地
方
自
治
行
政
に
課
せ
ら
れ
ま
す
役
割
と
責
任
は
、「
自
分
た
ち
の
住

む
ま
ち
は
、
自
分
た
ち
の
判
断
と
責
任
に
お
い
て
、
ど
の
よ
う
な
町
づ

く
り
を
し
て
行
く
か
」
総
合
計
画
を
基
本
に
施
策
を
推
進
し
て
、
地
域

の
個
性
を
生
か
し
た
町
づ
く
り
を
し
て
行
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

今
日
の
厳
し
い
社
会
情
勢
の
中
で
、
私
た
ち
は
、
合
併
の
効
果
を
発

揮
す
る
こ
と
で
、
限
り
な
く
安
全
で
安
心
し
て
住
め
る
ま
ち
づ
く
り
を

築
き
上
げ
て
ま
い
り
た
い
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
を
成
就
す
る
た
め
に
は
、

市
民
の
皆
様
一
人
一
人
が
、
ふ
る
さ
と
を
愛
し
、
ふ
る
さ
と
に
誇
り
を

持
つ
事
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
私
た
ち
は
、
豊
か

な
数
多
く
の
資
源
を
有
す
る
八
女
市
を
、
後
世
に
繋
げ
る
思
い
で
、
協

働
し
て
い
く
こ
と
が
、
新
生
八
女
市
の
船
出
と
確
信
し
て
お
り
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
の
新
八
女
市
は
、
五
つ
の
市
町
村
の
特
色
を
生
か
し
た
ま

地
域
の
特
色
を
生
か
し
た
ま
ち
づ
く
り
を

八
女
市
長　

三

田

村

統

之

平
成
22
年
２
月
１
日 

新
八
女
市
誕
生
に
よ
せ
て
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立花町

矢部村
⃝明治22年（1889）4月

1日、北矢部・矢部の２村

を合わせ、矢部村となる。

特産品　八女茶など

特産品　八女茶、巨峰、イチゴ、ミ

カン、ナスなど

⃝明治 22年（1889）4月 1日、 町村

制施行により黒木町・豊岡村・串毛村・木

屋村・笠原村・大淵村が発足。

⃝昭和29年（1954）4月1日、黒木町・豊岡村・

串毛村・木屋村・笠原村が合併し黒木町となる。

⃝昭和32年（1957）３月31日、大淵村が編入。

黒木町

星野村

特産品　伝統本玉露、

棚田米、シイタケなど

⃝1889 年（明治 22年）4

月1日町村制施行により村

制施行

上陽町

特産品　お茶、シイタ

ケ、イチゴなど

⃝明治22年（1889）4月1日、 町村制度

施行により、北川内村・横山村が発足。

⃝昭和２８年（1953）10月1日 、北

川内村が町制施行し北川内町となる。

⃝昭和33年（1958）3月31日 北川内

町と横山村が合併し、 上陽町が発足

⃝平成 18年（2006）10月 1日 、 

八女市に編入

特産品　みかん、キウイフルーツ、

タケノコ、冬春なす、イチゴなど

⃝明治 9年（1876）、北山村、白木村

⃝明治 22年（1889）4月 1日、町村

制施行により、光友村・辺春村が発足。

⃝昭和３０年（1955）4月1日 光友村・

北山村・白木村・辺春村が合併し立

花町となる。

・

⃝明治 22年（1889）4月 1日、町村制施行により、

福島町、川崎村、忠見村、岡山村、三河村、上妻村、長峰村、

八幡村が発足。

⃝昭和 26年（1951）4月 1日、 福島町・長峰村・三河村・八幡村・

上妻村が合併し、福島町が発足。

⃝昭和 29 年（1954）4月 1日、福島町が川崎村・忠見村・岡山村の一

部を編入。同時に市制施行し、八女市が誕生。

⃝平成 18年（2006）10月 1日 、 上陽町を編入。

⃝平成 22年（2010）2月 1日 、黒木町・立花町・矢部村・星野村を編入。

特産品　八女茶、電照菊、イチゴ、梨、ブドウなど

伝統工芸　八女福島仏壇、八女提灯、八女手すき和紙、八女石灯籠、

八女和ごま、八女矢、竹細工、桶など

母
な
る
矢
部
川
、

星
野
川
の
流
れ
の
よ
う
に
、

と
も
に
手
を
取
り
、

と
も
に
歩
ん
で
き
た

八
女
地
域

誇
れ
る
ふ
る
さ
と
を

子
孫
に
残
す
べ
く

新
た
な
歴
史
を

と
も
に
刻
み
始
め
る 八女市

立花町

　

星
野
村
65
・
５
％

◦
平
成
19
年
11
月
５
日　

１
市
２
町
２
村
の

そ
れ
ぞ
れ
の
議
会
に
法
定
合
併
協
議
会
設
置
議

案
を
提
案
し
、
す
べ
て
の
議
会
に
お
い
て
可
決

（
同
日
告
示
）
法
定
合
併
協
議
会
の
名
称
＝
八

女
地
区
１
市
２
町
２
村
合
併
協
議
会

委
員
＝
八
女
市
10
名
、
町
村
か
ら
各
５
名
の

計
30
名
、
会
長
＝
八
女
市
長
、
副
会
長
＝
黒

木
町
長

◦
平
成
19
年
11
月
15
日　

合
併
協
議
会
事
務

局
を
設
置
。

平
成
19
年
12
月
～
平
成
21
年
9
月
ま
で
、
合

併
協
議
会
を
9
回
開
催

◦
平
成
22
年
2
月
1
日　

新
八
女
市
誕
生
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ち
づ
く
り
が
求
め
ら
れ
ま
す
。
御
前
岳
、
釈
迦
岳
・
熊
渡
川
を
背
に
矢

部
川
と
星
野
川
の
恵
み
は
、
延
々
と
有
明
海
に
注
が
れ
る
、
そ
の
流
れ
は
、

八
女
・
筑
後
平
野
に
多
く
の
農
水
産
物
を
育
ん
で
参
り
ま
し
た
。
こ
の

景
観
は
い
ず
れ
と
比
べ
て
も
勝
る
と
も
劣
る
こ
と
の
な
い
、
私
た
ち
が

誇
れ
る
、
そ
し
て
私
た
ち
に
享
受
さ
れ
た
「
命
の
水
」
と
景
観
だ
と
自

負
す
る
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

こ
の
自
然
が
育
ん
だ
地
の
利
を
生
か
し
た
、
農
業
・
林
業
・
中
小
工

業
の
発
展
と
逞
し
く
育
つ
子
供
た
ち
や
高
齢
者
に
優
し
い
町
づ
く
り
を

進
め
、
こ
れ
ま
で
２
町
２
村
が
先
人
か
ら
永
々
と
引
き
継
が
れ
ま
し
た
、

貴
重
な
歴
史
と
伝
統
文
化
を
し
っ
か
り
と
受
け
止
め
、
継
承
し
て
い
か

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
こ
の
よ
う
な
多
様
な
地
域
の
資
源
を
最
大
限

に
活
用
し
て
、
新
た
な
八
女
市
の
ブ
ラ
ン
ド
を
開
発
し
、
そ
の
魅
力
を

全
国
に
向
け
て
発
信
し
、
存
在
感
の
あ
る
八
女
市
と
し
て
、
よ
り
一
層

の
発
展
を
目
指
し
て
参
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
こ
の
第
一
策
と

し
て
、
合
併
を
契
機
に
、「
新
八
女
市
観
光
事
業
開
発
委
員
会
」
を
設

立
し
、
新
市
全
域
の
観
光
資
源
の
開
拓
を
進
め
、
こ
れ
ま
で
の
日
帰
り

型
観
光
か
ら
滞
在
型
観
光
へ
と
新
た
な
道
筋
を
築
い
て
ま
い
り
ま
す
。

　

平
成
21
年
度
に
八
女
市
は
、「
定
住
自
立
圏
構
想
」
の
中
心
市
宣
言

を
致
し
ま
し
た
。
こ
の
宣
言
で
は
、
定
住
自
立
の
た
め
に
必
要
な
都
市

機
能
の
充
実
を
図
り
、
定
住
に
欠
か
せ
な
い
地
域
公
共
交
通
の
維
持
・

確
保
や
情
報
通
信
基
盤
整
備
な
ど
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
強
化
、
地
域
医
療

の
整
備
な
ど
の
充
実
強
化
に
向
け
て
、
市
と
圏
域
全
体
の
連
携
と
役
割

分
担
に
よ
っ
て
、
安
全
・
安
心
な
伝
統
と
躍
動
の
未
来
の
都
市
づ
く
り

を
市
民
の
皆
様
と
共
に
目
指
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

今
後
と
も
、
市
民
の
皆
さ
ま
と
協
働
し
た
八
女
市
実
現
に
向
け
て
誠

心
誠
意
取
り
組
ん
で
参
り
ま
す
の
で
、
こ
れ
ま
で
に
も
増
し
て
、
市
民

の
皆
さ
ま
方
の
お
力
添
え
と
ご
理
解
、
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
。
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雛
の
里
・
八
女
ぼ
ん
ぼ
り
ま
つ
り

✿ 

期
間
／
２
月
14
日
（
日
）
～
３
月
22
日
（
振
休
） 

10
時
～
17
時　

✿ 

会
場
／
福
島
地
区
一
帯

箱
雛
発
祥
の
地
で
あ
り
、
古
く
か
ら
雛
人
形
を
作
り
続
け
て
い
る
八
女
。
雛
人
形
の
ふ
る
さ
と
が
お
く
る
「
雛
の
里
・
八
女
ぼ
ん
ぼ
り
ま
つ
り
」
は
、
今
年
で
13
回
目
を
迎
え
ま
す
。

早
春
の
八
女
を
代
表
す
る
祭
り
を
、
家
族
や
お
友
達
で
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。
◉
主
催
／
雛
の
里
・
八
女
ぼ
ん
ぼ
り
ま
つ
り
実
行
委
員
会
、
八
女
市

　

祭
り
期
間
中
は
、
白
壁
の
町
並
み
か
い

わ
い
や
中
心
商
店
街
な
ど
約
１
０
０
か
所

に
雛
人
形
が
飾
ら
れ
、
市
内
は
雛
の
里
一

色
に
染
ま
り
ま
す
。
雛
人
形
を
飾
っ
て
い

る
会
場
の
目
印
に
、
桃
色
の
提
灯
が
下
げ

ら
れ
て
い
ま
す
。

⃝
期
間　

２
月
14
日
（
日
）
～
３
月
22
日

（
振
休
）

⃝
会
場　

福
島
地
区
一
帯

⃝
総
合
案
内
所

横
町
町
家
交
流
館
（
☎
２
３
・
４
３
１
１
）

八
女
伝
統
工
芸
館
（
☎
２
２
・
３
１
３
１
）

※
期
間
中
、
両
館
は
月
曜
日
も
開
館
。
お

ひ
な
さ
ま
マ
ッ
プ
を
準
備
し
て
い
ま
す
。

　

セ
レ
モ
ニ
ー
の
後
、
福
島
八
幡
宮
ま
で
パ

レ
ー
ド
。
十
二
単
衣
と
束
帯
姿
の
お
雛
様

を
先
頭
に
、
保
育
所
・
幼
稚
園
の
子
ど
も

た
ち
が
お
雛
様
の
仮
装
で
行
進
し
ま
す
。

⃝
日
時　

２
月
14
日
（
日
）
13
時
～

⃝
会
場　

八
女
文
化
会
館
（
セ
レ
モ
ニ
ー
）
、

白
壁
の
町
並
み

　

神
前
結
婚
式
の
後
、
八
幡
宮
の
通
路
に

花
の
ア
ー
チ
を
作
り
、
太
鼓
の
演
奏
で
盛

り
上
げ
ま
す
。

⃝
日
時　

２
月
28
日
（
日
）・
３
月
14
日
（
日
）

10
時
～

⃝
会
場　

福
島
八
幡
宮

　

結
婚
式
を
あ
げ
た
ば
か
り
の
十
二
単
衣

と
束
帯
姿
の
新
郎
新
婦
と
一
緒
に
、
お
雛

様
の
仮
装
を
し
た
子
ど
も
た
ち
が
パ
レ
ー

ド
し
ま
す
。

⃝
日
時　

２
月
28
日
（
日
）・
３
月
14
日
（
日
）

11
時
～

⃝
会
場　

八
女
文
化
会
館
（
記
念
撮
影
）
、

商
店
街
、
白
壁
の
町
並
み

　

あ
ま
り
和
服
を
着
る
機
会
が
な
い
昨

今
、
押
し
入
れ
や
タ
ン
ス
の
中
に
眠
っ
て

い
る
和
服
（
着
物
）
を
着
て
気
軽
に
お
越

し
く
だ
さ
い
。
参
加
者
に
は
感
謝
を
こ
め

て
、
ミ
ニ
雛
人
形
な
ど
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
や

抹
茶
の
接
待
、
記
念
写
真
撮
影
な
ど
を
行

い
ま
す
。

⃝
日
時　

３
月
20
日
（
土
）・
21
日
（
日
）

10
時
～
16
時

⃝
受
付
場
所　

横
町
町
家
交
流
館

※
当
日
会
場
で
着
付
け
も
で
き
ま
す
。

⃝
問
い
合
わ
せ　

観
光
振
興
課

（
☎
２
３
・
１
１
９
２
）

　

古
く
な
っ
た
り
不
要
に
な
っ
た
り
し
た

雛
人
形
を
供
養
し
ま
す
。
供
養
を
希
望
す

る
人
は
３
月
１
日
（
月
）
ま
で
に
申
し
込

み
の
上
、
当
日
会
場
へ
人
形
を
お
持
ち
く

だ
さ
い
。

⃝
日
時　

３
月
７
日
（
日
）
14
時
～

⃝
会
場　

福
島
八
幡
宮

⃝
供
養
料　

▼
人
形
を
持
ち
帰
る
場
合

１
０
０
０
円
▼
置
い
て
い
く
場
合
２
０
０
０
円

※
雛
人
形
以
外
の
人
形
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

⃝
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

観
光
振
興

課
（
☎
２
３
・
１
１
９
２
）

見
学
は
桃
色
提
灯
が
目
印

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー

十
二
単
衣
と
束
帯
姿
の
結
婚
式

お
ひ
な
さ
ま
パ
レ
ー
ド

和
服
で
め
ぐ
る
八
女
の
ま
ち

お
雛
様
供
養
祭

▷花のアーチで祝福される十二単衣

と束帯姿の結婚式（昨年の様子）

▽（上）着物姿で白壁の町並みを歩

く女性たち（下）八女で伝統的に作

られてきた箱雛
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九
州
有
数
の
梅
の
産
地
、
谷
川
梅
林
一
帯
は
九
州
の
梅
の
三
名
園
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
約
80
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
広
大
で
な
だ

ら
か
な
斜
面
い
っ
ぱ
い
に
咲
き
誇
る
約
3
万
本
の
白
梅
は
、
訪
れ
る
人
の
心
に
深
い
感
動
を
与
え
て
く
れ
ま
す
。

第
21
回 

夢
た
ち
ば
な
観
梅
会

　

期
間
中
の
日
曜
・
祝
日
に
は
、
１
日

１
回
お
雛
様
め
ぐ
り
の
無
料
バ
ス
が
出
ま

す
。
所
要
時
間
は
約
２
時
間
で
す
。

※
先
着
20
人

⃝
運
行
日　

２
月
14
日
（
日
）・
21
日
（
日
）・

28
日
（
日
）
、
３
月
７
日
（
日
）・
14
日
（
日
）・

21
日
（
祝
）

⃝
発
車
時
刻　

13
時
30
分

⃝
発
車
場
所　

八
女
伝
統
工
芸
館

⃝
順
路　

八
女
伝
統
工
芸
館
～
堺
屋
～
堂

島
屋
～
清
水
町
商
店
街
～
諸
富
弘
紙
店
～

八
女
人
形
会
館
～
横
町
町
家
交
流
館
な
ど

お
雛
様
め
ぐ
り
の
無
料
ツ
ア
ー

バ
ス

✿ 

期
間
／
２
月
20
日
（
土
）
～
28
日
（
日
） 　

✿ 

会
場
／
立
花
町
谷
川
梅
林
周
辺

　

梅
林
散
策
、
バ
ン
ブ
ー
商
品
販
売
、

ワ
イ
ン
試
飲
販
売
、
特
産
品
農
産
物
販

売
な
ど
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

※
20
日
（
土
）・
21
日
（
日
）
は
立
花

町
農
業
ま
つ
り
を
同
時
開
催
。

⃝
竹
あ
か
り
幻
想
の
世
界

　

約
３
０
０
０
本
の
竹
灯
ろ
う
が
幻
想

的
な
世
界
を
彩
り
ま
す
。

《
日
時
》
２
月
20
日
（
土
）
・
21
日
（
日
）
・

27
日
（
土
）
・
28
日
（
日
）
10
時
～
16
時

⃝
田
﨑
廣
助
画
伯
作
品
展

《
日
時
》
２
月
20
日
（
土
）
・
21
日
（
日
）
・

27
日
（
土
）
・
28
日
（
日
）
10
時
～
16
時

⃝
ト
ン
ネ
ル
の
中
の
小
さ
な
音
楽
会

《
日
時
》
２
月
20
日
（
土
）
11
時
～
／

12
時
30
分
～
／
15
時
～
、
２
月
21
日

（
日
）
11
時
～
／
14
時
～

⃝
野
点

《
日
時
》
２
月
27
日
（
土
）・
28
日
（
日
）

10
時
～
※
お
茶
菓
子
が
な
く
な
り
次
第

終
了

⃝
ワ
イ
ン
セ
ラ
ー
入
場
料　

高
校
生
以

上
３
０
０
円
、
中
学
生
以
下
無
料
。
団

体
（
15
人
以
上
）
は
２
０
０
円
。

⃝
観
梅
会
に
つ
い
て
の
問
い
合
わ
せ

立
花
支
所
産
業
経
済
課

（
☎
２
３
・
５
１
４
１
）

立
花
町
観
光
協
会

（
☎
３
７
・
１
０
５
５
）

八女伝統工芸館  ☎ 22・3131

組紐屋さんの雛人形（池尻紐房工場）

実演販売

２月 14日（日）10時～

和工房「山藤花」「八女和紙を使った

おひなさま」作り教室

２月20日（土）・28日（日）10時～／14時～

和工房「山藤花」「古布を使った五月

人形」作り教室

３月 20日（土）10時～／ 14時～

玉露しずく茶の試飲会

３月 20日（土）・21日（日）10時～

和工房「山藤花」古布のお雛様たち

期間中 10時～

八女人形会館  ☎ 24・5550

羽子板、雛人形、五月人形制作実演

期間中の土曜・日曜・祝日 10時～

歌舞伎十八番押絵展示

期間中９時 30分～

徳川家と江戸時代の雛人形展

常設展示９時 30分～

谷
川
梅
林
で
の
も
よ
お
し

ワ
イ
ン
セ
ラ
ー
で
の
も
よ
お
し

幻想的な竹あかり

約30,000本もの白梅が咲き誇る谷川梅林

新
八
女
市

誕
生
記
念
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課・局・所名 係　名 直通電話

市長公室 秘書広報係（秘書） 23・1109

　室長　古賀　秀木 秘書広報係（広報）　
23・1110

企画政策係

　総務部　部長　税田　裕和

総務課 総務法制係
23・1111

　課長　末広　　隆 契約係

情報管理係 23・1294

人事課 人事係
23・2129

　課長　大津山　篤 研修厚生係

行財政改革推進課 行政経営係
23・1346

　課長　中園　昌秀 財政係

生活安全課
生活安全係 23・1731

　課長　川島　幹夫

税務課 市民税係 23・1113

　課長　荒尾　好守 固定資産税係 23・1112

納税課 徴収係 23・2666

　課長　野田　博信 収納管理係 23・1114

会計課 会計係
23・1637

　会計管理者兼課長    小川　完 管財係

　市民福祉部　部長（福祉事務所長）　山﨑　　潔

市民課 市民係 23・1115

　課長　今村　　求 国保年金係 23・1116

　参事　井上　勝彦 特定保健係 23・1201

公費医療係 23・1117

福祉課 援護係 23・1350

　課長　平井　　凡 しょうがい者福祉係 23・1335

子育て支援課 子育て支援係
23・1351

　課長　浦部　和子 保育所係

健康課 健康推進係 23・1352

　健康課長兼八女市地域
　包括支援センター長

介護認定係　 23・1353 

　　鬼丸　一秀 介護サービス係　 23・2545

高齢者支援係 23・1308

地域包括支援係 23・1203

　新社会推進部　部長　服部　正男

地域支援課 地域自立支援係
23・1224

　課長　大石　法光 交通対策係

社会環境課 生活環境係

23・1462
　課長　馬場　真一 環境保全係

環境政策係

清掃業務班　

男女共同参画・生涯学習課 男女共同参画推進係 23・1314

　課長　馬場　信行 交流センター開設推進班
23・1318

生涯学習係

スポーツ振興課(総合体育館)
スポーツ振興係 24・1230

　課長　江崎　邦博

観光振興課
観光振興係　 23・1192

　課長　伊藤　芳浩　

人権・同和政策課
人権・同和政策係 23・1490

　課長　野中　幸作

　建設経済部　部長　牛島　重信

建設課 管理・住宅係 23・1971

　課長　諸冨　禎二 河川係 23・1189

道路係 23・1961

施設管理班

都市計画課 都市計画係
23・2577

　課長　北島　力 町並み景観係

農業振興課 農政係
23・1118

　課長　古賀　直幸 農産園芸係

　参事　牧口健次郎
農業土木係 23・1119

　参事　井上　　明

林業振興課 林政係

　課長　鎌田　久義 林業土木係 23・1168

新産業創出係

商工振興課 商工振興係 23・1596

　課長　丸林　成良 企業誘致推進係 23・1153

上下水道局 上水道総務係 23・1949

　局長　高山　敏郎 上水道工務係 23・1107

下水道総務係 23・1148

下水道工務係 23・1670

　教育部　部長　飯田せつ子

学校教育課 総務係

23・1954
　課長　井上　俊裕 施設係

指導係  

学務係

文化課 文化振興係
23・1982

　課長　井上　富雄 文化財係

図書館係 22・2504

人権・同和教育課
人権・同和教育係 23・2074

　課長　梅野　　満

　監査事務局

監査事務局　
監査事務局 23・2169

　局長　久木原章次

　農業業委員会　

農業委員会事務局
農業委員会事務局 23・2407

　局長　倉員　公雄

　議会事務局　事務局長　近藤　義夫

議会事務局（立花庁舎）総務係
23・4922

　局長　近藤　義夫 議事係

※議会事務局及び議場は立花庁舎の２階・３階に移転します。

　特　別　職

　市　長 　三田村　統之

　副市長 　橋爪　隆幸、　北嶋　藤孝

　教育長 　中島　清志

    八女市の機構に
ついてお知らせします
2月１日の合併に伴い、市の機構がかわ

りました。本庁と支所の機構と配置につ

いてお知らせします。

新

八女市役所（本庁）

〒 834-8585  八女市本町 647 番地
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上　下
水道局

集
団
指
導
室

市長室

応接室

生活安全課

行財政改革
推進課 市長

公室

総務課

２０５
会議室

204
会議室

人
事
課

206
会議室

203
会議室

202
会議室

201
会議室

議員
控室

男女共同参画
生涯学習課

健康
相談室

健康
相談室

市
金
庫

健康
管理室

ファミリー
サポート
センター

副
市
長
室

待
合
室

副
市
長
室

エ
レ
ベ
ー
タ

エ
レ
ベ
ー
タ

地　域
支援課

監査事務局

階段

トイレ

ト
イ
レ

階
段

階
段

階段

  

 

 

 

納税課、税務課
福祉課

健康課

上　下
水道局 市民課 子育て

支援課

社　会
環境課

農　業
委員会

農　業
振興課

林　業
振興課建設課 都市計画課

１０２
会議室

エ
レ
ベ
ー
タ

会計課

商工振興課

観光振興課

開発公社

玄関

トイレ
トイレ

思いやり駐車場
（２台分）

授乳室

洋式トイレ
（ベビーチェア有）

多目的トイレ
（ウォシュレット、
ベビーシート有）

身体障害者用駐車場

階
段

階
段

階段

階段

市役所内にあっ

た「八女市地域包

括支援センター」が、

22年 2月1日から

筑後信用金庫跡に

移転します

❶消費生活相談室（☎ 23・1183）

　　担当・商工振興課

❷家庭児童相談室（☎ 23・1448）

　　担当・子育て支援課

❸オンブズパーソン室

　　担当・総務課

　市役所内の各相談室が、

南庁舎2階に移動します。詳

しくは右図をご覧ください。

市役所裏駐車場

八女市役所

正面玄関

ベ
ル
・
ム

ラ
カ
ミ

清水町442

八女市地域包括支援センターが移転します
（八女市本町647）　☎２３・１２０３

※駐車場は

市役所裏駐車場

を利用されると

広くて安全です

徒歩1～2分

各相談室が移動
し
ま

す

消
費
生
活

相
談
室

オンブズ
パーソン室

家
庭
児
童

相
談
室

２階
北
庁
舎

北
庁
舎

南
庁
舎

南
庁
舎

保
健
セ
ン
タ
ー

保
健
セ
ン
タ
ー

１階

階段

エ
レ
ベ
ー
タ

トイレ

人
権
・
同
和

教
育
課

人
権
・
同
和

政
策
課

文
化
課

学　校
教育課

教育長室

総務課 
（情報管理係）

301会議室

３階

玄関

会議室

会
議
室

市民課
（特定保健係）

⃝市民福祉部長

⃝建設経済部長

⃝新社会推進部長

⃝総務部長

⃝教育部長

ト
イ
レ

１

３

２
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　黒木総合支所長　浅田　秀敏

総務課 総務管理係

42・1112　課長　仁田原和義 まちづくり推進係

　参事　大石　友也 人権・同和政策係

市民生活課 市民係

42・1113　課長　井上　龍児 税務係

　参事兼八女市環境センター長 環境係

　　　　橋本　朝義　 国保年金係 42・1463

保健福祉課 福祉・子育て支援係

42・1114
　課長　仁田原耕太郎 保健係

　 介護・高齢者係

地域包括支援係

産業経済課 農政係
42・1115

　課長　小柳　友博 商工観光係

林政課
林政係 42・1116

　課長　井手口 英輔

建設課 庶務係

42・1117　課長　中島　龍良 道路・河川係

　 施設管理班

上下水道係 42・1118

木屋診療所
42・0071

　所長　石倉　昭彦

建
設
課

建
設
課  

上
下
水
道
係

市
民
生
活
課

総
務
課⃝総合支所長

保
健
福
祉
課

林
政
課

産
業
経
済
課

市民ホール

２階

１階

黒木総合支所 〒834-1292  八女市黒木町今 1314 番地 1

玄関

　立花支所長　髙山　隆夫

総務課 総務管理係
23・5142

　課長　松尾　耕治 まちづくり推進係

市民生活福祉課 市民・税務係

23・4932　課長　貞熊　高公 保健・福祉係

環境係

産業経済課 農林係
23・4940

　課長　中尾　信幸 商工観光係

建設課 道路・河川係
23・4930

　課長　堤　　裕介 管理係

立花支所（立花庁舎 1階）

〒 834-0075  八女市立花町原島 95 番地 1

総
務
課

産
業
経
済
課

建
設
課

市
民
生
活
福
祉
課

⃝支所長

１階

玄関

立花庁舎
〒834-0075  八女市立花町原島 95 番地 1

※立花庁舎の２階 3 階に八女市議会が

移転します。

議会事務局

議場
全員協議会室

３階

正副議長室

エ
レ
ベ
ー
タ

議員控室

委員
会室１

委員
会室 2

委員
会室 3

２階

委員
会室 4

エ
レ
ベ
ー
タ

〈庁舎配置図〉

〈庁舎配置図〉

〈庁舎配置図〉



　星野支所長　小波　慶一郎

総務課 総務管理係
52・3112

　課長　伊藤　博之 まちづくり推進係

市民生活福祉課 市民・税務係
52・3113

　課長　山口　尚之 生活福祉係

建設経済課 建設管理係

52・3114　課長　井上　宏行 農林係

商工観光係

　上陽支所長　井上　俊一

総務課 総務管理係
54・2211

　課長　佐野　正義 まちづくり推進係

市民生活福祉課
市民生活福祉係 54・2218

　課長　松崎　保元

建設経済課 建設管理係

54・2219　課長　高木　一也 農林係

商工観光係

横山出張所 54・2002

　矢部支所長　栗原　浩暢

総務課 総務管理係
47・3111

　課長　西尾　勝 まちづくり推進係

市民生活福祉課 市民・税務係
47・3111

　課長　新原　恭孝 生活福祉係

建設経済課 建設管理係

47・3111　課長　栗原　昭典 農林係

商工観光係

矢部診療所
47・2700

　所長　西村　時重

市
民
生
活
福
祉
課

建
設
経
済
課

総
務
課

⃝
支
所
長

１階

玄
関

総務課

建設経済課市民生活福祉課

⃝支所長

ロビー

１階

２階

玄
関

階段

会議室商工会

八女上陽森林組合

別館 1階

建設
経済課 総務課

市民生活
福祉課

玄
関

市
民
広
場

上陽支所 〒834-1102  八女市上陽町北川内 547 番地 1

支所の配置

星野支所 〒834-0201  八女市星野村 13102 番地 1

矢部支所 〒834-1401  八女市矢部村北矢部 10528 番地

⃝支所長

証明書の種類 手数料 申請できる人 必要なもの

戸籍謄（抄）本 450円 原 則 本 人、
配偶者また
は直系の親
族

・本人確認書類

・代理人の場

合は委任状

が必要です

（要・代理人

の本人確認

書類）

改製原、除籍謄（抄）本 750円

戸籍届書受理証明書 350円

戸籍附票の写し 300円

身分証明書 300円
本人、代理人

住民票の写し 300円

外国人登録原票記載事項証明書 300円 本人、本人と同居の親族

印鑑登録証明書 300円 本人、代理人 印鑑登録証

証明の種類 手数料 申請できる人 必要なもの

資産証明

300円
本人、

代理人

・本人確認書類

・代理人の場合

は委任状が必

要です（要・代

理人の本人確

認書類）

評価証明

公課証明

所得証明

課税証明

納税証明

所得課税証明

納税証明（車検用） 無料 本人、代理人申請者の本人確認書類

各種証明は、八

女市役所または

総合支所、各支

所どこでも取る

ことができます。

詳しい情報については各家

庭に配布される「くらしのガ

イドブック」をご覧ください。

〈庁舎配置図〉

〈庁舎配置図〉

〈庁舎配置図〉
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私
の
子
ど
も
の
こ
ろ
か
ら
の
夢
は
「
人

の
命
を
救
う
消
防
士
に
な
る
」
と
い
う
こ

と
で
し
た
。
小
学
５
年
生
の
時
、
交
通
事

故
に
あ
っ
た
私
を
、
救
急
隊
の
方
々
が
勇

気
づ
け
な
が
ら
病
院
に
搬
送
し
て
く
れ
ま

し
た
。
こ
の
経
験
か
ら
、
私
も
人
の
た
め

に
生
き
た
い
、
人
の
命
を
救
い
た
い
と
強

く
思
う
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。
一

度
は
消
防
士
の

試
験
に
落
ち
た

私
が
、
あ
き
ら

め
ず
に
机
に
向

か
っ
た
の
は
、
そ
の
強
い
気
持
ち
が
あ
っ
た

か
ら
で
す
。
幸
い
自
分
の
志
す
職
に
就
く

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。「
あ
な
た
が
い
て
く

れ
た
か
ら
助
か
っ
た
」
と
言
っ
て
い
た
だ

け
る
未
来
の
自
分
が
あ
る
こ
と
を
信
じ
て
、

毎
日
ボ
ロ
ボ
ロ
に
な
り
な
が
ら
も
、
歯
を

食
い
し
ば
っ
て
一
生
懸
命
頑
張
っ
て
い
ま
す
。

　

や
り
た
い
こ
と
が
見
つ
か
ら
ず
、
悩
ん

で
い
る
人
も
い
る
と
思
い
ま
す
が
、
ま
ず

夢
に
飛
び
込
ん
で
み
る
こ
と
が
重
要
で

す
。
何
も
し
な
い
ま
ま
で
は
前
に
進
む
こ

と
は
で
き
ま
せ
ん
。
た
っ
た
一
度
の
人
生
、

後
悔
し
な
い
よ
う
に
夢
に
向
か
っ
て
が
む
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20
年
前
、
ぼ
く
ら
は
生
ま
れ
た
。

新
成
人
、
お
め
で
と
う

―
。
１
月
10
日
（
日
）
、
総
合
体
育
館
で
開
催
さ
れ
た
第
56
回
八
女
市
成
人
式
。
４
３
３
人
が
大
人
の
仲

間
入
り
を
し
ま
し
た
。
新
成
人
は
、
今
ま
で
育
て
て
く
れ
た
両
親
や
、
支
え
て
く
れ
た
人
た
ち
に
改
め
て
感
謝
す
る
と
と
も
に
、

そ
れ
ぞ
れ
の
20
歳
の
誓
い
を
胸
に
し
て
い
ま
し
た
。

は
た
ち
の
主
張 

― 

松
尾
聖
也
さ
ん

「
夢
に
向
か
っ
て
が
む
し
ゃ
ら
に
生
き
た
い
」

新
成
人
を
応
援司会の大役を果たした馬渡

和文さんと平田麻
ま

也
や

李
り

さん

　

ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
な
ど
で
式
を

盛
り
上
げ
た
皆
さ
ん
で
す
。

アトラクションのオープ

ニングを飾った八女学

院吹奏楽部

八女市出身のバンド、

ＱＡＲＥＮ（カレン）
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黒木町

立花町

矢
部
村

星野村

「
最
高
の
成
人
式
を
あ
り
が
と
う
」

　

今
年
で
10
回
目
を
迎
え
た
新
成
人
太

鼓
。「
美み

鼓こ

音と

」
の
メ
ン
バ
ー
15
人
が
力

強
い
演
奏
を
披
露
し
ま
し
た
。
フ
ィ
ナ
ー

レ
で
「
け
ん
か
す
る
こ
と
も
あ
っ
た
け
ど
、

練
習
を
通
じ
て
友
達
の
大
切
さ
や
あ
り

が
た
さ
が
分
か
っ
た
。
こ
ん
な
友
達
に

会
え
た
の
も
お
父
さ
ん
、
お
母
さ
ん
が

産
ん
で
育
て
て
く
れ
た
か
ら
。
最
高
の

成
人
式
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
」

と
感
謝
の
言
葉
を
述
べ
た
美
鼓
音
の
メ

ン
バ
ー
。
彼
ら
を
指
導
し
た
善
英
隆
さ

ん
は
「
い
い
太
鼓
が
で
き
た
。
こ
れ
か

ら
い
ろ
ん
な
こ
と
が
あ
る
だ
ろ
う
け
ど
、

今
日
の
こ
と
を
忘
れ
ず
に
頑
張
っ
て
ほ

し
い
」
と
励
ま
し
ま
し
た
。

「
故
郷
の
誇
り
い
つ
ま
で
も
」
合
併
前
、
最
後
の
成
人
式
黒
木
町
・
立
花
町
・
星
野
村
の
式
の
詳
細
は
、
各
広
報
の
最
終
号
に
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

は
た
ち
の
主
張 

― 

荒
川
成
美
さ
ん

「
笑
顔
と
感
謝
を
忘
れ
ず
に
」

し
ゃ
ら
に
生
き
た
い
。
昨
日
よ
り
今
日
、

今
日
よ
り
明
日
、
も
っ
と
も
っ
と
大
き
な

は
ず
の
自
分
を
探
し
て
、
み
ん
な
一
緒
に

頑
張
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

　

私
は
今
、
夢
を
追
い
か
け
て
い
ま
す
。

高
校
で
あ
る
数
学
の
先
生
と
出
会
い
、
熱

心
に
楽
し
そ
う
に
教
え
て
く
れ
る
姿
に
あ

こ
が
れ
た
の
を
き
っ
か
け
に
、
教
職
に
就

く
こ
と
を
目
標
に
し
て
い
ま
す
。
幼
い
こ

ろ
か
ら
数
学
や
理
科
が
得
意
で
、
数
学
に

対
し
て
疑
問
や
関
心
が
わ
く
ば
か
り
で
し

た
。
数
学
の
根
源
を
学
び
、
そ
れ
を
教
え

る
こ
と
が
で
き
た
ら
ど
ん
な
に
素
晴
ら
し

い
だ
ろ
う
と
思
い
ま
し
た
。

　

現
在
は
理
学
部
に
在
学
中
で
す
。
理

学
を
幅
広
く
、
奥
深
く
習
得
し
て
「
知
る

こ
と
の
喜
び
」「
学
ぶ
こ
と
の
楽
し
さ
」
を

伝
え
ら
れ
る
教
員
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
教
科
指

導
だ
け
で
な
く
、

人
権
の
尊
重
や
平
和
の
大
切
さ
を
生
徒
と

共
に
考
え
る
こ
と
の
で
き
る
教
員
に
な
り

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。「
経
験
は
宝
。
何

事
に
も
チ
ャ
レ
ン
ジ
」
の
精
神
で
や
っ
て

い
き
た
い
。
成
人
を
迎
え
ら
れ
た
の
は
当

た
り
前
の
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
家
族

や
友
達
の
支
え
で
こ
の
場
所
に
い
ら
れ
る

こ
と
に
感
謝
し
ま
し
ょ
う
。
こ
の
時
こ
の

時
を
大
事
に
、
笑
顔
と
感
謝
の
気
持
ち
を

忘
れ
ず
に
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
こ

こ
を
新
た
な
出
発
点
に
し
て
、
軌
跡
を
残

す
こ
と
を
決
意
し
ま
す
。

川﨑病院ビハーラ光風と西日

本短大附属高校硬式野球部

によるソーラン節

新成人太鼓の大先輩である

ＺＩＯＮ（ザイオン）

まちづくり応援団、

ＪＡ八女電照菊部

会は会場を美しく

飾ってくれました

１月５日（火）、矢部村での最後の

成人式が矢部村中央公民館で行わ

れました。今年の新成人は11人。

友人や恩師との再会を喜び合い、

楽しい時間を過ごしました。式で

は一人ひとりが二十歳の抱負を熱

く語りました。式典終了後には、

ギタリストの石橋正一さんが記念

講演。新成人たちは、普段はなか

なか聞く機会がないクラシックギ

ターの演奏に耳を傾けていました。

１月５日（火）、池の山荘

で。新成人は 56人。

１月 10日（日）、立花町

担い手研修センターで。

新成人は 150人。

１月 10日（日）、黒木町

開発センターで。新成人

は 191人。

コミュニティ助成事業で和太鼓を

整備しました

平成21年度コミュ

ニティ助成事業（宝

くじ助成金）により、

和太鼓（長胴太鼓

１尺５寸）６台と太

鼓ばちを整備しま

した。
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なぜ なぜ 人権 － あらゆる差別をなくすことをめざして － ■問い合わせ＝人権・同和教育課（☎ 23・2074）

モ
ラ
ル
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
の
特
徴

　

上
司
と
部
下
と
い
っ
た
は
っ
き
り
し
た
権
力
関
係

が
な
い
の
に
、
一
方
が
他
方
に
嫌
が
ら
せ
な
ど
の
人

権
侵
害
を
す
る
。
こ
れ
が
モ
ラ
ル
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
の

特
徴
で
す
。
権
力
関
係
が
な
い
な
ら
相
手
の
要
求
に

応
じ
る
必
要
は
な
い
し
、
ま
た
相
手
が
同
僚
や
部
下

な
ら
「
や
め
て
」
と
は
っ
き
り
言
え
る
の
で
は
な
い
か

と
、
多
く
の
人
は
感
じ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
し
か

し
被
害
者
は
独
特
の
心
理
状
態
に
陥
り
「
私
が
悪
い
」

と
自
分
を
責
め
ま
す
。
嫌
が
ら
せ
を
我
慢
す
る
う
ち

に
疲
れ
き
っ
て
、
う
つ
病
な
ど
心
の
病
に
追
い
込
ま

れ
、
中
に
は
失
踪
や
自
殺
を
考
え
る
人
も
い
ま
す
。

　

モ
ラ
ハ
ラ
加
害
者
に
は
、
言
動
や
態
度
か
ら
見
て

４
つ
の
タ
イ
プ
が
あ
り
ま
す
。

Ａ　

誇
大
妄
想
型　

過
去
の
実
績
や
将
来
へ
の
期
待

を
妄
想
し
、
周
り
が
自
分
を
あ
が
め
る
こ
と
を
期
待

し
要
求
す
る
。
傲ご

う

慢ま
ん

で
部
下
へ
の
共
感
性
は
乏
し
い
。

Ｂ　

徹
底
管
理
主
義
型　

「
部
下
は
上
司
に
従
う
も

の
」
と
い
う
価
値
観
の
も
と
、
自
分
が
周
囲
を
支
配
す

る
こ
と
で
秩
序
を
維
持
で
き
る
と
信
じ
て
疑
わ
な
い
。

Ｃ　

被
害
妄
想
型　

世
の
中
や
他
人
へ
の
警
戒
心
が

強
く
、
部
下
の
言
動
な
ど
を
悪
意
の
あ
る
も
の
と
考

え
、
先
制
攻
撃
を
加
え
よ
う
と
す
る
。

Ｄ　

怠た
い

業
ぎ
ょ
う

型　

自
分
は
能
力
が
あ
る
の
で
一
生
懸

命
働
く
の
は
バ
カ
ら
し
い
と
考
え
、
そ
の
ツ
ケ
を
部

下
に
回
し
た
り
、
何
か
に
つ
け
体
調
が
悪
い
な
ど
と

部
下
に
仕
事
を
押
し
つ
け
た
り
す
る
。

　

モ
ラ
ハ
ラ
の
有
無
を
自
覚
す
る
た
め
に
、
チ
ェ
ッ

ク
表
を
用
意
し
ま
し
た
（
左
表
）
。
い
く
つ
チ
ェ
ッ
ク

し
ま
し
た
か
？
被
害
を
受
け
て
い
な
い
人
は
、
こ
の

表
を
見
て｢

こ
ん
な
こ
と
を
さ
れ
た
ら
す

ぐ
に
『
お
か
し
い
』
と
気
づ
く
は
ず｣

と

思
う
で
し
ょ
う
。

　

と
く
に
職
場
の
モ
ラ
ハ
ラ
の
場
合
、
大
勢

の
人
の
中
で
自
分
だ
け
が
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
な

る
と
「
他
の
人
は
あ
の
人
と
う
ま
く
や
っ
て

い
る
の
だ
か
ら
、
自
分
に
問
題
が
あ
る
に
違

い
な
い
」
と
い
う
心
境
に
陥
り
ま
す
。
し
か

し
、
誰
も
が
モ
ラ
ハ
ラ
の
被
害
者
に
な
り
得

る
の
で
す
。
多
く
の
場
合
モ
ラ
ハ
ラ
の
加
害

者
は
、
他
者
が
い
る
と
機
嫌
よ
く
振
る
舞
い
、

外
に
は
い
い
イ
メ
ー
ジ
を
作
り
上
げ
て
い
ま
す
。

　

モ
ラ
ハ
ラ
か
ら
立
ち
直
っ
た
人
の
手
紙
を
一
部
分

紹
介
し
ま
す
。「
証
拠
も
残
さ
な
い
巧
妙
な
手
口
の

た
め
、
そ
の
出
来
ご
と
は
計
り
知
れ
な
い
恐
怖
と
と

も
に
心
の
中
に
よ
み
が
え
っ
て
く
る
こ
と
が
あ
り
、

苦
し
く
て
苦
し
く
て
た
ま
ら
な
く
な
っ
て
し
ま
う
の

で
す
。
そ
し
て
大
き
な
無
力
感
に
と
ら
わ
れ
ま
す
。

私
は
ダ
メ
な
人
間
な
ん
だ
、
自
分
で
自
分
の
身
を
守

る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
ん
だ
か
ら
…
と
。
当
時
の

こ
と
を
思
い
出
す
だ
け
で
、
屈
辱
的
な
仕
打
ち
を
受

け
た
こ
と
が
、
恥
ず
か
し
く
、
今
で
も
辛
く
な
り
ま

す
」
。
私
た
ち
が
考
え
る
よ
り
も
、
モ
ラ
ハ
ラ
の
精
神

的
被
害
は
ず
っ
と
深
刻
で
複
雑
な
の
で
す
。

モ
ラ
ハ
ラ
は
予
防
と
対
策

　

｢

も
し
か
し
て
私
も
被
害
者
？｣

と
思
っ
た
人
や
、

逆
に｢

知
ら
な
い
間
に
モ
ラ
ハ
ラ
し
て
い
る
の
で
は
」

と
不
安
に
な
っ
た
人
が
い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

《
被
害
に
あ
っ
て
い
る
人
は

―
》

①
自
分
を
責
め
な
い
。
こ
れ
が
一
番
重
要
で
す
。

②
信
頼
で
き
る
人
や
共
感
し
て
く
れ
る
人
に
相
談
す

る
こ
と
で
す
。
支
援
を
受
け
な
が
ら
自
分
本
来
の
力

を
取
り
戻
す
努
力
を
し
ま
し
ょ
う
。

③
市
で
は
相
談
窓
口
を
設
け
て
い
ま
す
。
詳
し
く
は

男
女
共
同
参
画
・
生
涯
学
習
課
（
☎
２
３
・
１
３
１
４
）

へ
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

《
周
囲
の
人
に
で
き
る
こ
と
は

―
》

①
モ
ラ
ハ
ラ
の
本
質
を
正
し
く
理
解
し
ま
し
ょ
う
。

②
人
権
感
覚
を
養
い
ま
し
ょ
う
。

③
被
害
に
気
付
い
た
ら
傍
観
者
に
な
ら
ず
、
被
害
者

を
孤
立
さ
せ
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

《
職
場
で
取
り
組
む
こ
と
は

―
》

　

お
互
い
の
意
見
の
違
い
を
自
由
に
話
し
合
え
る
関

係
と
環
境
づ
く
り
に
努
め
ま
し
ょ
う
。
他
人
も
自
分

と
同
じ
よ
う
に
心
を
持
ち
、
血
の
通
う
人
間
だ
、
い

ろ
い
ろ
な
考
え
や
感
情
が
あ
る
の
だ
と
、
相
手
の
人

格
を
尊
重
す
る
姿
勢
さ
え
あ
れ
ば
、
人
権
侵
害
は
起

こ
る
こ
と
は
な
い
で
し
ょ
う
。
そ
れ
で
も
「
相
手
の

気
持
ち
が
わ
か
ら
な
い
」
と
き
は
迷
わ
ず｢

あ
な
た

は
ど
う
思
う
？｣

と
聞
い
て
み
て
く
だ
さ
い
。
人
格

を
尊
重
さ
れ
な
い
こ
と
ほ
ど
人
間
に
と
っ
て
苦
し
い

こ
と
は
な
い
の
で
す
か
ら
。

誰
で
も
被
害
者
に
な
り
う
る
モ
ラ
ル
・

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト｢

お
と
な
の
い
じ
め｣

職
場
や
家
庭
で
の
い
じ
め
や
嫌
が
ら
せ
を
表
す
こ
と
ば
と
し
て
新
た
に
登
場
し
た
モ
ラ
ル
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
（
モ
ラ
ハ
ラ
）
。

職
場
に
モ
ラ
ハ
ラ
が
は
び
こ
る
と
、
社
員
の
メ
ン
タ
ル
・
ヘ
ル
ス
に
悪
影
響
を
及
ぼ
し
生
産
性
の
低
下
に
つ
な
が
り
ま
す
。

【
参
考
文
献
】

「
知
ら
ず
に
他
人
を
傷
つ
け
る
人
た
ち　

モ
ラ
ル
・
ハ
ラ
ス
メ

ン
ト
と
い
う
『
お
と
な
の
い
じ
め
』
」
（
香
山
リ
カ
著
）

｢

事
例
：
読
者
の
手
紙｣

（
「
モ
ラ
ル
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
が
人
も

社
会
も
ダ
メ
に
す
る
」
よ
り
）（
マ
リ
ー
＝
フ
ラ
ン
ス
・
イ
ル

ゴ
イ
エ
ン
ヌ
著
、
高
野
優
訳
）

□あなたがあたかもそこにいないかのような態

度を取り、話しかけても無言。

□あなたが何もしていないのに、舌打ちをした

りため息をついたりする。

□業務に必要な情報をあなたにだけ与えず、

大事な仕事も回さないことがある。

□｢そもそもお前は…」「いつだって君は…」と

相手に本質的に問題があるような話し方をする。

□他の人にあなたの噂を流したり、逆にあなた

に「他の人が君を悪く言っていた」などの情報

を与えたりして、その人を孤立させようとする。

□自分は仕事ができる、業績がある、若い頃

はこれだけ頑張った、とやたらに自慢や苦労話

をする。

□あなたがいちばん言ってほしくない点などを

つき、わざと怒らせたり泣かせたりしてはみん

なで笑い者にする。

□やたらとプライベートな話題を持ち出し、根

掘り葉掘り聞こうとする。

□｢今失業したら正社員の口はないよな」な

どリストラ、失業の不安をかき立てるようなこ

とを言う。

□あなたがやや強気で対話を迫ると「お前、

脅すつもりか」などと大げさに騒ぎ立てる。

あなたのまわりにはいませんか？

　昨年１２月５日に開催しましたスマイルフェスタ

やめ２００９は、多くの皆様に協力いただき開催す

ることができました。大変ありがとうございました。

　人権の主張発表会の出演者、人権作文発表の小

中学生、八女検定の上妻よらんかい、サイドカー体

験試乗の八女馬
だだばしり

゛走会と八幡よかとこ会、しょうが

い者疑似体験のケア・ライフ・コーポレーション、北

　学園児童ボランティア、福岡法務局八女支局、地

域おたすけ塾などの皆様をはじめ、屋台村に出店い

ただいた皆様、企画当初から参加いただいた実行委

員の方々、さらには当日来場いただいた皆様など地

域の多くの方々に支えていただきました。これからも

人権を大切にする住みよい地域づくりをめざし、事

業を進めてまいりますので、よろしくお願いいたしま

す（スマイルフェスタの概要については、広報やめ1

月1日号で報告しています）。　人権・同和教育課

スマイルフェスタやめ2009のお礼
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市
長
等
及
び
議
員
の
平
成
21
年
資
産
等
報
告

書
の
審
査
を
八
女
市
政
治
倫
理
審
査
会
に
依
頼
し

て
い
ま
し
た
が
、
１
月
７
日
付
け
で
審
査
結
果
を

取
り
ま
と
め
た
審
査
意
見
書
が
同
審
査
会
か
ら
提

出
さ
れ
ま
し
た
の
で
、
次
の
と
お
り
そ
の
要
旨
を

掲
載
い
た
し
ま
す
。

　

な
お
、
こ
の
審
査
意
見
書
は
、
総
務
課
又
は
議

会
事
務
局
に
申
請
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
、
ご
覧
に

な
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

八
女
市
政
治
倫
理
審
査
会 

   　
　
　
　
　
　

  　

  

会　

長　

原
田　

義
継

   　
　
　
　
　
　
　

    

副
会
長　

塩
塚　
　

修

   　
　
　
　
　
　
　

    

委　

員　

小
原　

清
信

   　
　
　
　
　
　
　

    

委　

員　

古
川　

勝
幸

   　
　
　
　
　
　

  　

  

委　

員　

野
間
口
幸
江

   　
　
　
　
　
　

  　

  

委　

員　

龍 
 

克
子

   　
　
　
　
　

  　
　

  

委　

員　

川
口　

公
子

　

八
女
市
政
治
倫
理
審
査
会
で
は
、
八
女
市
長
か

ら
審
査
を
求
め
ら
れ
た
市
長
等
及
び
議
員
の
「
平

成
21
年
資
産
等
報
告
書
」
に
つ
い
て
審
査
を
行
い
、

審
査
の
経
過
及
び
結
果
を
審
査
意
見
書
と
し
て
取

り
ま
と
め
ま
し
た
。

　

今
回
の
資
産
等
報
告
書
の
報
告
義
務
者
は
、
市

長
等
４
人
及
び
議
員
18
人
で
し
た
。
審
査
の
対
象

と
な
っ
た
資
産
等
報
告
書
は
合
計
54
件
で
、
そ
の

内
訳
は
、
市
長
等
に
関
す
る
も
の
７
件
（
就
任
時

を
含
む
。
）
、
議
員
に
関
す
る
も
の
21
件
（
就
任
時

を
含
む
）
、
市
長
等
及
び
議
員
の
配
偶
者
（
就
任

時
を
含
む
。
）
に
関
す
る
も
の
26
件
で
し
た
。

　

審
査
会
は
、
政
治
倫
理
条
例
の
趣
旨
、
目
的
に
の
っ

と
り
、
54
件
の
資
産
等
報
告
書
の
全
部
に
つ
い
て
、

併
せ
て
提
出
さ
れ
た
証
明
書
類
と
照
合
す
る
と
と
も

に
、
平
成
20
年
に
提
出
さ
れ
た
資
産
等
報
告
書
と

比
較
す
る
方
法
に
よ
り
審
査
を
行
い
ま
し
た
。

《
提
出
依
頼
及
び
照
会
状
況
》

　

審
査
の
過
程
に
お
い
て
、
資
産
等
報
告
書
の
記

載
事
項
の
審
査
の
公
正
性
と
正
確
性
を
期
す
る
た

め
、
報
告
義
務
者
に
証
明
書
類
の
提
出
を
依
頼
し
、

又
は
疑
問
点
に
つ
い
て
照
会
し
ま
し
た
。

　

そ
の
内
訳
は
、
報
告
書
と
証
明
書
類
の
相
違
事

項
を
口
頭
で
照
会
し
た
も
の
２
件
、
所
得
・
預
貯
金
・

借
入
金
・
有
価
証
券
等
の
疑
問
点
に
つ
い
て
照
会

し
た
も
の
11
件
と
な
っ
て
い
ま
す
。

《
提
出
及
び
回
答
状
況
》

　

該
当
者
全
員
の
方
が
証
明
書
を
提
出
し
又
は
照

会
事
項
に
つ
い
て
回
答
さ
れ
ま
し
た
。

　

該
当
者
か
ら
提
出
さ
れ
た
回
答
の
内
容
を
審
査

い
た
し
ま
し
た
が
、
す
べ
て
承
認
で
き
る
内
容
の

回
答
で
し
た
。

　

本
年
度
は
、
平
成
20
年
11
月
の
市
長
選
挙
及
び

市
議
補
欠
選
挙
に
伴
う
、
特
別
職
と
議
員
就
任
時

の
資
産
等
報
告
書
の
提
出
の
審
査
と
併
せ
て
行
っ

た
た
め
、
合
計
で
54
件
に
な
り
ま
し
た
。
ま
ず
各

委
員
で
事
前
に
審
査
点
検
を
行
っ
た
後
、
３
班
編

成
に
よ
る
班
協
議
及
び
全
体
会
議
を
基
に
慎
重
審

議
を
重
ね
、
資
産
等
報
告
書
を
審
査
し
た
結
果
は
、

次
の
と
お
り
で
し
た
。

（
１
）
提
出
さ
れ
た
資
産
等
報
告
書
は
、
正
確
に
記

載
さ
れ
て
お
り
、
ま
た
条
例
で
義
務
付
け
ら
れ
て

い
る
証
明
書
類
も
殆
ど
が
添
付
さ
れ
て
い
る
状
況
で

す
。
こ
の
こ
と
は
、
提
出
義
務
者
で
あ
る
市
長
等
及

び
議
員
各
位
の
政
治
倫
理
性
の
高
さ
と
自
ら
進
ん

で
高
潔
性
を
明
ら
か
に
し
よ
う
と
す
る
態
度
の
現
れ

で
あ
り
、
当
審
査
会
は
、
市
長
等
及
び
議
員
各
位

に
敬
意
を
表
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

（
２
）
今
年
提
出
さ
れ
た
資
産
等
報
告
書
の
内
容

と
昨
年
提
出
さ
れ
た
資
産
等
報
告
書
の
内
容
を
報

告
義
務
者
ご
と
に
比
較
検
討
し
な
が
ら
審
査
い
た

し
ま
し
た
。
こ
の
中
で
、
ご
く
一
部
の
記
載
誤
り
（
記

入
漏
れ
含
む
。
）
、
証
明
書
添
付
不
備
の
指
摘
及
び

預
貯
金
等
の
資
産
形
成
の
疑
問
を
照
会
し
ま
し
た

が
、
指
摘
に
対
す
る
訂
正
・
是
正
並
び
に
疑
問
内

容
に
関
す
る
的
確
な
回
答
を
受
け
て
、
特
に
問
題

に
な
る
よ
う
な
も
の
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

当
審
査
会
は
、
公
正
で
正
確
な
審
査
を
行
う
と

い
う
重
要
な
任
務
が
あ
り
ま
す
。　

　

条
例
の
目
的
を
達
成
す
る
た
め
に
、
来
年
の
資
産

等
報
告
書
に
つ
い
て
、
次
の
２
点
を
要
望
い
た
し
ま
す
。

（
１
）
受
付
時
の
チ
ェ
ッ
ク
体
制
に
つ
い
て

　

当
審
査
会
は
、
公
正
で
正
確
な
審
査
を
行
う
と

い
う
重
要
な
任
務
が
あ
り
ま
す
。

　

昨
年
の
審
査
意
見
書
で
も
要
望
を
行
っ
て
い
ま

し
た
が
、
資
産
等
報
告
書
に
つ
い
て
は
、
記
入
要

領
配
付
及
び
説
明
会
も
行
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
未

だ
報
告
書
の
単
純
な
記
入
誤
り
や
証
明
書
の
添
付

不
備
が
一
部
に
見
受
け
ら
れ
ま
す
。

　

よ
っ
て
、
過
去
の
指
摘
や
要
望
事
項
を
ま
と
め

た
要
領
を
作
成
し
、
事
前
に
配
布
説
明
を
行
う
と

と
も
に
、
報
告
書
提
出
受
領
時
に
、
事
務
局
（
総

務
課
及
び
議
会
事
務
局
）
の
慎
重
な
チ
ェ
ッ
ク
を

お
願
い
し
ま
す
。

（
２
）
当
審
査
会
の
権
限
の
範
囲
に
つ
い
て

　

当
審
査
会
に
お
い
て
、
今
回
を
含
め
て
指
摘
・
照

会
を
行
っ
て
き
た
内
容
に
つ
い
て
、
審
査
対
象
者
か
ら

「
資
産
等
公
開
と
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
権
」
に
関
し
て
逸
脱

し
た
権
限
で
は
な
い
か
と
の
申
し
出
が
な
さ
れ
て
い
る

点
に
つ
い
て
、
八
女
市
政
治
倫
理
条
例
の
趣
旨
等
（
当

審
査
会
の
役
割
）
を
含
め
た
制
度
の
十
分
な
認
識
と

周
知
を
再
度
徹
底
さ
れ
る
よ
う
要
望
し
ま
す
。

　

以
上
の
こ
と
を
踏
ま
え
、
次
回
（
次
年
度
）
か

ら
よ
り
公
正
で
正
確
な
審
査
を
期
す
た
め
に
、
資

産
等
報
告
書
の
提
出
に
関
す
る
制
度
の
再
点
検
と

周
知
徹
底
を
図
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

資
産
等
報
告
書
に
つ
い
て
の
審
査
意
見
書
要
旨

審
査
対
象
と
な
っ
た
資
産
等
報
告
書

資
産
等
報
告
書
の
審
査

審
査
結
果

要
望
事
項

◉
問
い
合
わ
せ
＝
総
務
課
（
☎
２
３
・
１
１
１
１
）
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▼上陽支所　税務課（☎２３・１１１３）

日　程
対象地区

会　場・時　間
午　前 午　後

２月２日（火）旧東山校区 旧上横山校区
上陽支所

2階大会議室

９時～ 16時 30分

２月３日（水）旧下横山校区 旧尾久保校区

２月４日（木）旧久木原校区 旧北川内校区

２月５日（金）旧北川内校区 旧北川内校区

▼八女市役所　税務課（☎２３・１１１３）

日　程 会場・時間

２月１６日（火）～３月１５日（月）
八女市役所  ２階２０５会議室

９時～１６時３０分

▼矢部支所　市民生活福祉課　（☎４７・３１１１）

日　程 区　　割 会場・時間

２月２日（火）1区・2区 矢部公民館ホール

（矢部村中央公民館）

９時３０分～１６時３０分

※ 5日は午前中のみ 9時 30分～ 12時

２月３日（水）3区・4区

２月４日（木）5区・6区

２月５日（金）全　域※

▼星野支所　市民生活福祉課　（☎５２・３１１３）

日　程 対象地区 会場・時間

２月 ８日（月）小野地区

星野支所

９時３０分～１６時３０分

２月 9日（火）椋谷地区

２月１０日（水）星野地区

２月１２日（金）上郷地区

▼立花支所　市民生活福祉課　（☎２３・４９３２）

日　程 対象地区 会場・時間

２月 ８日（月）北山地区

立花町町民センター

イベントホール

９時～１６時３０分

２月 ９日（火）白木地区

２月１０日（水）辺春地区

２月１２日（金）光友地区

２月１５日（月）光友地区

▼黒木総合支所　市民生活課税務係（☎４２・１１１３）

日　程
対象地区 会場・

時間午　前 午　後

２月１６日（火）
月足、大淵、吹原、
無田、剣持、東区

北大淵、大淵中央、椿原、
笠原中央、釈形、南笠原区

　
　

黒
木
総
合
支
所 

大
会
議
室

　
　
　

９
時
～
16
時
30
分

２月１７日（水）
下鹿子尾、上鹿子尾、
南木屋、原区

山中、北木屋、東木屋、荒
谷、岳弓掛区

２月１８日（木）
四条野、神露淵、花渡、
下名、中名区

上名、鹿子生、下田代、中
田代、上田代区

２月１９日（金）
本分中央、南本分、
中原区

犬山、田本、湯辺田区

２月２２日（月）馬場区 上北本分、下本分区

２月２３日（火）谷蓮輪区 東桑原、西桑原区

２月２４日（水）
東上町、西上町、中町、
下町、栄町区

東今、西今区

　平成21年中の所得の申告から国民年金保険

料を社会保険料として控除する場合には、『社

会保険料（国民年金保険料）控除証明書』の

添付が必要です。平成21年中に国民年金保険

料を納付した人には、控除証明書が昨年11月

または今年２月に年金事務所より送付されま

す。確定申告の際には控除証明書や領収書が

必要となりますので、大切に保管してください。

⃝今年２月に送付される人……

　昨年10月１日から12月31日までの間に国

民年金保険料を納付した人

⃝昨年 11月に送付された人……

　昨年１月１日から９月30日までの間に、国民

年金保険料を納付した人

問い合わせ＝久留米年金事務所（☎0942・33・6206）

平
成
21
年
分
の

確
定
申
告
が

始
ま
り
ま
す

所
得
税
の
確
定
申
告
は
、

八
女
税
務
署
の
申
告
会
場
を

ご
利
用
く
だ
さ
い

　住宅借入金等特別税額控除や、損失、

譲渡のある人、消費税の申告の必要があ

る人はこちらをご利用ください。
▼会場＝八女伝統工芸館 
▼期間＝１月 26日㈫～３月 15日㈪
▼時間＝９時～ 16時　※土日、祝日除く
▼問い合わせ＝八女税務署（☎ 23・5191）

平
成
21
年
分
の
確
定
申
告
が
始
ま
り
ま
す

旧
町
村
に
つ
い
て
は
、
旧
校
区
、
地
区
で
日
程
を
振
り
分
け
て

い
ま
す
。
お
住
ま
い
の
地
区
の
会
場
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

待
ち
時
間
短
縮
の
た
め
、
農
業
等
の
収
支
計
算
や
領
収
書
は

事
前
に
必
ず
整
理
し
て
か
ら
申
告
会
場
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

確定申告時には国民年金保
険料控除証明書が必要です

お気軽に年金相談
日時＝２月17日㈬、10時～12時、13時～15時
場所＝八女商工会議所
問い合わせ＝久留米年金事務所（☎0942・33・6206）

年金事務所
からのお知らせ

※上記日程以降３月15日までは各支所で受付を行いますが、混雑を避

けるためできるだけ上記日程でお越しください。

※上陽地区の申告については八女市役所会場もご利用ください。
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伝
統
工
芸
の
里
、
八
女
市
は
全
国
で
も
有

数
の
ひ
な
人
形
の
産
地
で
あ
り
「
箱
び

な
」
発
祥
の
地
で
す
。
今
年
も
２
月
14
日
㈰
か

ら
３
月
23
日
㈫
ま
で
、
八
女
福
島
地
区
を
中
心

に
開
催
さ
れ
る
「
雛
の
里
・
八
女
ぼ
ん
ぼ
り
ま

つ
り
」
に
先
駆
け
て
、
横
町
町
家
交
流
館
で
は
、

江
戸
時
代
か
ら
現
代
ま
で
の
様
々
な
雛
人
形
約

３
０
０
点
を
展
示
し
ま
す
。
江
戸
時
代
に
八
女

で
生
ま
れ
、
職
人
の
手
に
よ
っ
て
昭
和
初
期
ま

で
生
産
さ
れ
た
「
箱
び
な
」
や
、
豪
華
な
段
飾

り
な
ど
が
あ
り
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
来
館
く
だ
さ
い
。

⃝
期
間
＝
２
月
２
日
㈫
～
３
月
28
日
㈰

10
時
～
17
時
（
入
館
無
料
・
無
休
）

⃝
会
場
＝
横
町
町
家
交
流
館
（
八
女
市
本
町
94
）

⃝
問
い
合
わ
せ
＝
同
館
（
☎
２
３
・
４
３
１
１
）

2・3 月の
横町町家
交流館の
催し

⃝
未
来
を
担
う
子
ど
も
の
教
育
及
び
少
子
化
対
策

事
業
へ

▽

内
山　

重
夫
（
久
留
米
市
）

▽

手
も
み
処
ヴ
ェ
ル
デ
八
女
店

▽
匿　

名

12
月
末
現
在
累
計
額
＝
６
２
３
万
４
８
６
７
円

ふ
る
さ
と
支
援
寄
附
金
と
は
…
…
１
口
５
千
円
と

し
て
積
み
立
て
次
の
事
業
に
使
用
し
ま
す
。
①
地

場
産
品
発
掘
・
ブ
ラ
ン
ド
化
事
業
②
未
来
を
担
う

子
ど
も
の
教
育
及
び
少
子
化
対
策
事
業
③
観
光
振

興
・
交
流
事
業
④
環
境
保
全
事
業
⑤
そ
の
他

▽
寄
附
の
方
法
＝
市
役
所
に
用
意
し
て
い
る
「
寄

附
申
込
書
」（
※
八
女
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
可
）
に
よ
り
、
使
っ
て
も
ら
い
た
い
事
業

を
指
定
し
て
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
１
万
円
以

上
寄
付
を
い
た
だ
い
た
人
に
は
記
念
品
を
差
し
上

げ
て
い
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ
＝
行
財
政
改
革
推
進
課
・
行
政
経

営
係
（
☎
２
３
・
１
３
４
６
）

香
典
返
し

※
寄
附
者
氏
名
（
行
政
区
）・
続
柄
・
故
人
名
の
順

⃝
市
社
会
福
祉
協
議
会
へ

▽

山
口
春
代
（
新
町
）
＝
亡
夫
・
山
口
芳
幸
様

▽

久
木
原
フ
タ
ミ
（
祇
園
堂
）
＝
亡
夫
・
久
木
原

作
平
様

▽

大
石
重
成
（
平
）
＝
亡
父
・
大
石
重
人
様

▽

堤　

収
蔵
（
北
田
形
）
＝
亡
母
・
堤
ハ
ル
エ
様

▽

平
島　

修
（
北
田
形
）
＝
亡
父
・
平
島
春
生
様

▽

塚
本
健
作
（
杉
町
）
＝
亡
母
・
塚
本
イ
ツ
ヱ
様

 

寄
附
の
お
礼
（
敬
称
略
）

 

ふ
る
さ
と
支
援
寄
附
の
お
礼
（
敬
称
略
）

八女の

おひなさま様たち展

星
野
村
の
冬
の
風
物
詩
「
冬
ま
つ
り
」
が
、

今
年
も
盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
す
。
今
回

は
、
過
去
最
大
の
5
千
本
の
竹
と
う
ろ
う
で
星

の
ふ
る
さ
と
公
園
が
彩
ら
れ
ま
す
。
星
が
美
し
く

見
え
る
星
野
村
と
地
上
に
灯
る
無
数
の
光
が
幻

想
的
な
風
景
を
創
り
出
し
ま
す
。
ま
た
、
会
場

内
で
は
体
温
ま
る
食
べ
物
を
提
供
す
る
出
店
や
、

お
楽
し
み
抽
選
会
も
実
施
予
定
。
２
０
１
０
年

の
冬
ま
つ
り
は
、
ど
ん
な
光
の
ア
ー
ト
が
星
野
村

に
舞
い
降
り
る
の
で
し
ょ
う
か
？

⃝
日
時
＝
2
月
13
日
㈯
～
14
日
㈰
、
17
時
（
点

火
予
定
）
～
21
時
※
13
日
は
、
開
会
式
・
点
火

セ
レ
モ
ニ
ー
を
16
時
30
分
か
ら
行
い
ま
す
。

⃝
会
場
＝
星
野
村
・
星
の
ふ
る
さ
と
公
園

⃝
問
い
合
わ
せ
＝
星
の
ふ
る
さ
と
事
務
局

（
☎
３
１
・
５
５
８
８
）

星のふるさと・冬まつり第４回

昭和初期の箱雛 平成の箱雛
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市民の

声ｖｏｉｃｅ
皆さんからの写真、イラスト、詩、
俳句、身辺雑記、市へのご意見や質
問などの投稿をお待ちしています。

　

熊
本
市
の
よ
う
な
セ
ン
タ
ー
を
目
指
し
て
、
八

女
市
も
犬
猫
の
殺
処
分
を
減
ら
す
努
力
を
お
願

い
し
ま
す
。
犬
猫
の
持
ち
込
み
拒
否
と
指
導
。
ま

た
引
き
取
り
料
金
を
２
～
３
万
円
ぐ
ら
い
に
し

て
、
そ
の
お
金
を
捨
て
ら
れ
た
ペ
ッ
ト
た
ち
に
使

う
。
悪
質
な
繁
殖
業
者
の
取
り
締
ま
り
と
指
導
。

セ
ン
タ
ー
の
犬
た
ち
を
訓
練
し
て
、
新
し
い
飼
い

主
に
譲
渡
す
る
。
譲
渡
会
も
週
２
～
３
回
開
催

す
る
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
集
す
れ
ば
、
愛
犬
家

た
ち
は
必
ず
集
ま
り
協
力
し
て
く
れ
ま
す
。
ご
検

討
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
20
代
女
性
）

　

福
岡
県
の
犬
・
猫
の
引
き
取
り
料
金
に
つ
い
て

は
、
平
成
21
年
10
月
か
ら
有
料
化
さ
れ
て
い
ま
す
。

八
女
市
社
会
環
境
課
で
は
、
犬
・
猫
の
引
き
取

り
の
相
談
が
あ
っ
た
場
合
に
、
保
健
所
に
引
き
取

ら
れ
た
犬
・
猫
の
ほ
と
ん
ど
が
殺
処
分
さ
れ
て
い

る
こ
と
を
飼
い
主
に
伝
え
る
と
と
も
に
、
で
き
る

限
り
新
し
い
飼
い
主
を
見
つ
け
て
い
た
だ
く
よ
う

に
お
願
い
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
狂
犬
病
予
防
注

射
の
会
場
や
広
報
紙
等
で
終
生
飼
養
の
お
願
い
と
、

不
幸
な
子
犬
・
子
猫
を
作
ら
な
い
よ
う
不
妊
手
術

の
お
願
い
を
し
て
い
ま
す
。
悪
質
な
繁
殖
業
者
に

つ
い
て
は
、
県
保
健
所
と
連
携
し
て
、
取
り
締
ま

り
と
指
導
を
行
い
ま
す
。

　

譲
渡
会
の
開
催
に
つ
い
て
は
、
熊
本
市
、
久
留

米
市
、
大
牟
田
市
な
ど
は
保
健
所
の
業
務
が
委

譲
さ
れ
、
動
物
の
収
容
施
設
が
あ
り
、
譲
渡
会
の

開
催
も
可
能
で
す
が
、
八
女
市
に
は
動
物
収
容
の

権
限
が
な
く
、
犬
・
猫
を
一
定
期
間
収
容
す
る
こ

と
が
で
き
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
、
子
犬
や
子
猫
を
飼

い
た
い
と
申
し
出
ら
れ
た
人
に
は
、
県
動
物
愛
護

セ
ン
タ
ー
主
催
の
譲
渡
会
な
ど
を
紹
介
し
て
い
ま

す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
社
会
環
境
課
）

　

国
道
４
４
２
号
バ
イ
パ
ス
の
道
路
整
備
工
事
に

つ
い
て
、
お
尋
ね
し
ま
す
。
ゆ
め
タ
ウ
ン
八
女
か

◎
あ
な
た
の
声
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す

　

市
政
に
対
す
る
ご
意
見
や
苦
情
、
素
朴
な

疑
問
な
ど
、
あ
な
た
の
「
声
」
を
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。
は
が
き
や
フ
ァ
ッ
ク
ス
な
ど
を
利
用

し
て
、
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。「
市
長
へ
の
は
が
き
」

は
紙
面
で
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
く
場
合
が
あ
り

ま
す
。
ま
た
、
市
長
や
担
当
課
な
ど
か
ら
直
接

ご
本
人
へ
回
答
も
し
て
い
ま
す
の
で
、
住
所
・

氏
名
・
電
話
番
号
等
の
記
入
を
お
願
い
し
ま
す
。

◎
八
女
市
総
合
オ
ン
ブ
ズ
パ
ー
ソ
ン

　

あ
な
た
の
申
し
出
に
よ
り
、
あ
な
た
に
代
わ
っ

て
市
政
に
対
す
る
苦
情
を
簡
易
迅
速
に
処
理

し
、
市
の
仕
事
に
不
備
な
点
や
制
度
に
問
題
が

あ
る
と
き
は
、
市
の
機
関
に
是
正
や
改
善
を
求

め
る
意
見
表
明
な
ど
を
行
い
ま
す
。

●

手
続
き
・
問
い
合
わ
せ
＝
オ
ン
ブ
ズ
パ
ー
ソ
ン

事
務
局
（
総
務
課
内 

☎
２
３
・
１
１
１
１
）

ら
の
東
の
筑
後
市
側
と
の
開
通
に
向
け
た
工
事
が

10
年
以
上
か
か
っ
て
い
ま
す
。
当
初
の
予
定
か
ら

ず
い
ぶ
ん
遅
れ
て
い
ま
す
が
、
い
つ
ご
ろ
に
筑
後

市
側
と
の
開
通
が
で
き
る
の
で
し
ょ
う
か
。　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
60
代
男
性
）

　

工
事
が
遅
れ
て
、
ご
不
便
を
お
か
け
し
て
い
る

こ
と
を
お
詫
び
い
た
し
ま
す
。
国
道
４
４
２
号
バ

イ
パ
ス
の
道
路
整
備
工
事
は
、
福
岡
県
の
事
業
と

し
て
進
め
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
ベ
ス
ト
電
器

か
ら
東
側
の
筑
後
市
ま
で
の
区
間
は
用
地
買
収

等
が
終
了
し
、
精
力
的
に
道
路
の
整
備
が
進
め
ら

れ
て
い
ま
す
。
開
通
に
つ
い
て
は
、
県
か
ら
平
成

22
年
８
月
を
目
標
と
し
て
事
業
を
進
め
て
い
る
こ

と
を
伺
っ
て
い
ま
す
の
で
、
今
し
ば
ら
く
お
待
ち

い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
建
設
課
）

ペ
ッ
ト
の
殺
処
分
を
減
ら
す

努
力
を
お
願
い
し
ま
す

国
道
４
４
２
号
バ
イ
パ
ス
の

早
期
開
通
を

ペット大好き♥

灯籠人形の日、境内でいただいたありがた～いご利益？招き猫、いたずら盛りの兄弟「せな＆ぎん」です。日々 、家の外へ脱出大作戦を敢行中です。（Ａ・Ｔさん）

　　　　　　　　　　　　　　　　（八女市広報Ｈ 22.2）

　あなたの声を届けてください！

●市長室直通ファックスも無料でご利用いただけます。
　　０１２０・２４・４５５４（フリーダイヤル）
　問い合わせ＝市長公室秘書広報係（☎ 23・1110）

　皆さんが日ごろ八女市に対して思っていることを、市長に
届けてください。
　意見・提案・苦言・提言、どんなことでも結構です。将来
の八女市づくりのため問題点は改善し、建設的な内容につい
ては実現に向けて努力してまいります。

写真やイラスト・絵画・短歌・俳句など、何でも結構です。
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広報やめ　2010.2.117

2月の 
八女市立図書館（本館）☎ 22・2504
　※本館の開館時間＝ 10 時～ 20 時

　上陽分館 ☎ 54・3131
　黒木分館 ☎ 42・0400
　立花分館 ☎ 37・1522
　矢部分館 ☎ 47・2258
　星野分館 ☎ 52・3707
　※分館の開館時間＝ 9時～ 17 時 30 分

図書館だより

⑭Yａｍｅｊｉｎ やめじん…八女で暮らす皆さんを紹介します

　

「
食
べ
物
が
お
い
し
く
、
人
が
温
か

い
八
女
が
大
好
き
で
す
」
と
語
る
美
佳

さ
ん
は
、
八
女
市
の
観
光
宣
伝
を
担
う

第
16
代
八
女
津
媛
。
八
女
の
顔
と
し
て

各
地
の
祭
り
や
イ
ベ
ン
ト
な
ど
に
参
加

し
、
八
女
を
ピ
ー
ア
ー
ル
し
て
い
ま
す
。

「
大
変
で
す
が
、
多
く
の
人
と
の
出
会

い
が
あ
り
、
い
い
経
験
で
す
。
八
女
福

島
の
白
壁
の
町
並
み
な
ど
雰
囲
気
が

あ
っ
て
落
ち
着
け
る
の
で
、
多
く
の
人

に
訪
れ
て
も
ら
い
た
い
で
す
」

　

福
岡
の
大
学
を
卒
業
後
ふ
る
さ
と

立
花
町
に
帰
り
、
Ｊ
Ａ
ふ
く
お
か
八

女
に
就
職
し
ま
し
た
。

「
緑
が
多
く
、
落
ち
つ
い
た
環
境
の
中

で
仕
事
を
し
て
い
ま
す
。
地
域
の
皆
さ

ん
も
と
て
も
優
し
く
温
か
い
で
す
。
ま

だ
入
っ
て
１
年
半
ぐ
ら
い
な
の
で
、
人

と
の
つ
な
が
り
を
大
切
に
し
な
が
ら
早

く
仕
事
を
覚
え
て
い
き
た
い
で
す
ね
」

　

2
月
1
日
の
合
併
で
黒
木
町
、
立

花
町
、
矢
部
村
、
星
野
村
も
新
た
に

八
女
市
と
な
り
、
八
女
津
媛
の
出
番

も
ま
す
ま
す
増
え
そ
う
で
す
。

「
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
が
活
気
あ
ふ
れ
て

い
る
の
で
、
そ
の
良
さ
を
知
り
、
全
体

で
八
女
を
盛
り
上
げ
て
い
き
た
い
で

す
。
私
も
も
っ
と
勉
強
し
て
、
八
女
の

い
い
所
を
い
っ
ぱ
い
ピ
ー
ア
ー
ル
を
し

て
い
き
ま
す
。
２
月
は
『
雛
の
里
八
女

ぼ
ん
ぼ
り
祭
り
』
や
立
花
町
の
『
観

梅
会
』
な
ど
が
あ
り
ま
す
。
多
く
の
皆

様
の
ご
来
場
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
」

※
八
女
津
媛
＝
日
本
書
紀
の
「
山
中
に
女
神

あ
り
。
そ
の
名
を
八
女
津
媛
と
い
う
」
に
由
来

し
、
市
内
の
事
業
所
の
推
薦
に
よ
り
毎
年
２
人

選
ば
れ
る
。
平
成
21
年
９
月
か
ら
22
年
８
月

ま
で
、
松
尾
美
佳
さ
ん
と
太
田
佑
美
さ
ん
の
二

人
（
写
真
上
）
が
八
女
津
媛
と
し
て
活
躍
中
。

第
16
代 

八
女
津
媛  

松
尾 
美み

佳か

さ
ん
（
立
花
町
下
辺
春
）

《上陽、立花、矢部、星野分館の休館日》
※月曜及び祝・休日、最終金曜日

1㈪、8㈪、11㈷、15㈪、22㈪、26㈮★

《黒木分館の休館日》
※火曜及び祝・休日、最終金曜日

2㈫、9㈫、11㈷、16 ㈫、23 ㈫、26㈮★

《本館の休館日》※月曜、最終金曜日

1㈪、 8㈪、 15㈪、 22㈪、
26㈮★館内整理日

図書館の休館日

２月

ホームページ  www.library.yame.fukuoka.jp

「八女津媛はいい経験。早く地域の皆さん

に顔を覚えてもらいたいです」と美佳さん

八女のいいところを

いっぱいＰＲしたい

　絵本や紙芝居など親子

でお楽しみください。

♥本館　絵本カーニバル

会場で開催します。

♥黒木分館　

〈日時〉１4日㈯ 10時～

〈場所〉おはなしコーナー

２月のよみきかせ
　

本
館
は
２
月
２
日
㈫
に
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。

合
併
に
よ
り
、
八
女
市
立
図
書
館

は
本
館
・
分
館
合
わ
せ
て
６
館
に

な
り
ま
す
。
八
女
市
立
図
書
館
の

利
用
カ
ー
ド
で
、
ど
こ
の
分
館
も

ご
利
用
い
た
だ
け
ま
す
。

　

合
併
・
図
書
館
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

オ
ー
プ
ン
記
念
と
し
て
、
本
の
よ

み
き
か
せ
あ
り
、
歌
あ
り
の
「
あ

き
や
ま 

た
だ
し
絵
本
ラ
イ
ブ
」
を

開
催
し
ま
す
。
あ
き
や
ま
さ
ん
は
、

「
た
ま
ご
に
い
ち
ゃ
ん
」「
へ
ん
し
ん
」

シ
リ
ー
ズ
な
ど
で
人
気
の
絵
本
作

家
で
す
。

⃝
日
時
＝
２
月
６
日
㈯
13
時
開
場
、

13
時
30
分
開
演

⃝
場
所
＝
八
女
文
化
会
館

※
入
場
無
料
、
サ
イ
ン
会
も
あ
り

ま
す
（
当
日
本
を
購
入
さ
れ
た
人

を
対
象
）

★
同
時
開
催
・
絵
本
カ
ー
ニ
バ
ル

　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ま
な
び
っ
と
八
媛

の
企
画
で
「
絵
本
カ
ー
ニ
バ
ル
」
を

開
催
し
ま
す
。
九
州
大
学
大
学
院

目
黒
実
さ
ん
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
で
す
。

⃝
日
時
＝
２
月
６
日
㈯
～
14
日
㈰

※
8
日
㈪
は
休
館

⃝
場
所
＝
八
女
市
立
図
書
館
本
館

２
階　

10
時
～
17
時
ま
で

♥
会
場
で
よ
み
き
か
せ
を
し
ま
す
♪

　

テ
ー
マ
ご
と
に
い
ろ
い
ろ
な
絵
本

を
紹
介
し
ま
す
。
ご
家
族
そ
ろ
っ

て
お
出
か
け
く
だ
さ
い
。

２月のあかちゃんよみきかせ

　0歳～2歳児を対象に、

よみきかせやわらべうた

などをします。
♥本館　

〈日時〉１7日㈬ 11時～

〈場所〉絵本コーナー

♥黒木分館

〈日時〉27 日㈯ 10時～

〈場所〉おはなしコーナー

「
あ
き
や
ま 

た
だ
し 

絵
本
ラ
イ

ブ
♪
」
を
開
催
し
ま
す

本
館
は
２
月
に

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン

♥

6
日
㈯ 

 

11
時　

♥

7
日
㈰ 

 

11
時

♥

11
日
㈷ 

 

11
時
、
14
時

♥

13
日
㈯ 

 

11
時
、
14
時

♥

14
日
㈰ 

 

11
時
、
14
時

〈よみきかせの日程〉

お
待
た
せ

し
ま
し
た



　

矢
部
川
で
身
を
清
め
無
病
息
災
と
地
域
の
安
全
を

祈
願
す
る
潮
井
と
り
が
1
月
3
日
㈰
、
柳
島
で
あ
り
ま

し
た
。
こ
の
行
事
は
、
１
０
０
年
以
上
前
に
柳
島
で
火

事
が
続
発
し
た
た
め
、
矢
部
川
の
水
を
氏
神
に
奉
納
し

た
の
が
発
端
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
今
年
は
小
学
生
か
ら

60
代
ま
で
男
性
25
人
が
パ
ン
ツ
１
枚
、
頭
に
て
ぬ
ぐ
い
、

腰
に
し
め
縄
姿
で
参
加
し
ま
し
た
。
若
宮
神
社
で
神
事

が
執
り
行
わ
れ
た
あ
と
、
爆
竹
を
鳴
ら
し
な
が
ら
町
内

を
１
周
。
見
物
人
が
見
守
る
中
、
勢
い
よ
く
川
に
飛
び

込
み
ま
し
た
。
親
子
で
参
加
し
た
秋
山
礼
史
郎
さ
ん
と

大
喜
君
（
川
崎
小
5
年
）
は
、「
寒
か
っ
た
け
ど
、
こ
れ

で
1
年
間
元
気
で
過
ご
せ
ま
す
」
と
笑
顔
で
語
っ
て
い

ま
し
た
。
柳
島
区
長
の
郷
田
雅
美
さ
ん
は
「
子
ど
も
や

若
者
の
数
も
減
り
ま
し
た
が
、
み
ん
な
で
大
切
に
地
域

の
伝
統
を
受
け
継
い
で
い
ま
す
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　

八
女
市
消
防
団
出
初
式
が
１
月
９
日
㈯
、
福
島
小
学

校
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
あ
り
ま
し
た
。
式
に
は
女
性
消
防
団

員
を
含
む
４
５
０
人
の
団
員
が
参
加
。
日
ご
ろ
の
訓
練

の
成
果
と
し
て
、
第
２
分
団
が
小
型
ポ
ン
プ
操
法
を
、
第

１
分
団
が
訓
練
礼
式
の
小
隊
訓
練
を
披
露
し
ま
し
た
。

永
年
勤
続
等
で
県
知
事
、
県
消
防
協
会
、
八
女
市
な
ど

か
ら
１
０
９
人
、
５
団
体
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、

2
組
の
親
子
団
員
、
４
組
の
兄
弟
団
員
も
表
彰
さ
れ
ま

し
た
。
見
物
に
来
て
い
た
人
は
「
寒
い
中
、
消
防
団
の

皆
さ
ん
は
大
変
で
す
。
今
年
も
1
年
間
、
平
和
な
八
女

市
で
あ
る
こ
と
を
願
い
ま
す
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　

市
の
無
形
民
俗
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
る
「
柳
島
の
十
七
夜
」

が
１
月
17
日
㈰
柳
島
の
観
音
堂
前
で
あ
り
ま
し
た
。
こ
の
祭
り
は

そ
の
昔
、
柳
島
に
流
れ
つ
い
た
観
音
像
を
あ
め
が
た
売
り
が
引
き

上
げ
火
を
た
い
て
温
め
た
と
い
う
言
い
伝
え
が
起
源
と
な
っ
て
い
ま

す
。
そ
の
た
め
「
あ
め
が
た
ま
つ
り
」
と
も
言
わ
れ
て
お
り
、
境
内

で
は
あ
め
が
た
が
売
ら
れ
て
い
ま
す
。
夜
８
時
、
大
勢
の
見
物
客
の

見
守
る
中
、
10
メ
ー
ト
ル
の
ほ
っ
け
ん
ぎ
ょ
う
に
火
が
つ
け
ら
れ
ま

し
た
。
火
は
ま
た
た
く
ま
に
勢
い
よ
く
燃
え
あ
が
り
、
辺
り
を
暖
め
、

赤
く
染
め
上
げ
ま
し
た
。
家
族
で
来
て
い
た
人
は
、「
こ
の
火
に
当

た
る
と
１
年
間
病
気
を
せ
ず
無
事
に
過
ご
せ
る
の
で
、
別
に
住
ん
で

い
る
娘
の
家
族
も
一
緒
に
毎
年
来
て
い
ま
す
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　

忠
見
校
区
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
は

１
月
１
日
㈷
、「
初
日
の
出
を
観
よ
う
」

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を
開
催
し
ま
し
た
。
保

育
園
児
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
、
約
80

人
が
参
加
。
朝
６
時
に
忠
見
公
民
館

を
出
発
し
、
45
分
ほ
ど
か
け
て
八
女

中
央
大
茶
園
に
あ
る
五
社
神
ま
で
歩

き
ま
し
た
。
あ
い
に
く
の
曇
り
空
で
し

た
が
、
参
加
者
は
雲
の
切
れ
間
か
ら

の
ぞ
く
朝
焼
け
に
向
か
い
新
年
の
祈

願
を
し
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
校
区
の

民
生
委
員
・
児
童
委
員
か
ら
お
神
酒

と
ぜ
ん
ざ
い
が
ふ
る
ま
わ
れ
ま
し
た
。

参
加
し
た
男
性
は
「
忠
見
校
区
が
も
っ

と
素
晴
ら
し
い
町
に
な
る
よ
う
に
祈

り
ま
し
た
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

ま
ち
の
わ
だ
い 

 

　

Ｔ
Ｏ
Ｐ
Ｉ
Ｃ
Ｓ

「
初
日
の
出
を
観
よ
う
」

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

忠
見
校
区
ま
ち
づ
く
り
協
議
会

燃
え
上
が
る
火
に
健
康
願
う 

柳
島
十
七
夜

矢
部
川
で
身
を
清
め
る 

　

潮
井
と
り

４
５
０
団
員
が
参
加   

消
防
出
初
式

八女・上陽

ウオーキングですがすがしい新年を迎えました

厳寒の中、矢部川に飛び込む皆さん 団長あいさつの様子

その昔、黒木城主の正室が矢部川に身を投げた際に、胸に抱いていた観音

像が柳島に流れ着いたと言われています
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八
女
市
デ
マ
ン
ド
交
通
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー

が
１
月
18
日
㈪
、
上
陽
保
健
セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
ま
し

た
。
こ
の
デ
マ
ン
ド
交
通
は
「
自
宅
か
ら
目
的
地
へ
」

を
基
本
と
し
た
予
約
型
の
シ
ス
テ
ム
で
、
八
女
市
予
約

型
乗
合
タ
ク
シ
ー
（
仮
称
）
と
し
て
10
人
乗
り
の
タ
ク

シ
ー
３
台
が
市
内
を
走
り
ま
す
。
あ
ら
か
じ
め
登
録
し

た
利
用
者
が
予
約
セ
ン
タ
ー
に
希
望
す
る
日
時
や
行
き

先
を
伝
え
る
と
、
タ
ク
シ
ー
が
自
宅
ま
で
迎
え
に
来
る

と
い
う
仕
組
み
で
す
。
セ
レ
モ
ニ
ー
に
は
利
用
者
や
関

係
者
な
ど
約
30
人
が
出
席
。
す
で
に
利
用
者
登
録
し
て

い
る
と
い
う
女
性
は
「
車
が
運
転
で
き
な
い
の
で
助
か

り
ま
す
。
病
院
や
買
い
物
に
出
か
け
る
と
き
に
利
用
し

た
い
」
と
喜
ん
で
い
ま
し
た
。
始
発
の
タ
ク
シ
ー
は
出

席
者
の
拍
手
に
送
ら
れ
て
出
発
し
ま
し
た
。

※
利
用
登
録
は
地
域
支
援
課
交
通
対
策
係
へ
お
願
い
し

ま
す
。
（
☎
２
３
・
１
２
２
４
）

　

今
ま
で
八
幡
校
区
青
少
年
健
全
育
成
会
が

取
り
組
ん
で
き
た
自
然
体
験
活
動
を
、
「
八

幡
校
区
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
」
が
宝
く
じ
の

助
成
金
を
受
け
て
よ
り
大
き
く
活
発
な
内
容

と
し
て
実
施
し
た
の
で
報
告
し
ま
す
。

⃝
わ
く
わ
く
カ
ヌ
ー
教
室
（
７
～
９
月
の
う

ち
６
日
間
）
＝
参
加
者
数
延
べ
60
人

⃝
矢
部
川
ふ
れ
あ
い
カ
ヌ
ー
教
室
・
大
会
（
８

月
８
日
・
９
日
）
＝
参
加
者
数
４
０
０
人

⃝
ふ
れ
あ
い
キ
ャ
ン
プ
（
10
月
３
日
・
４
日
）

＝
参
加
者
数
35
人

⃝
熱
気
球
体
験
（
11
月
14
日
）
＝
参
加
者
数
82
人

⃝
し
め
飾
り
づ
く
り
（
12
月
20
日
）
＝
参
加

者
数
28
人

※
助
成
事
業
名
＝
平
成
21
年
度
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
助
成
事
業
（
青
少
年
健
全
育
成
）

北
川
内
の
伝
統
家
屋
の
価
値
、
再
発
見

　
　
　

北
川
内
の
景
観
ま
ち
づ
く
り
を
語
り
合
う
会

予約型乗合タクシーが出発
　八女市デマンド交通オープニングセレモニー

八
幡
校
区
が
自
然
体
験
活
動
を
充

実

宝くじ助成事業で実施しました

大
籠
公
民
館
の
フ
ェ
ン
ス

等
を
整
備

　

平
成
21
年
度
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助

成
事
業
で
、
大
籠
公
民
館
の
フ
ェ

ン
ス
を
は
じ
め
、
備
品
を
整
備
し

ま
し
た
。

八女・上陽

気球体験（左）、ふれあいカヌー教室（右）、しめ飾りづくり（下）

整
備
さ
れ
た
フ
ェ
ン
ス

拍手に送られて、出発しました

北川内の景観について説明する大森教授と報告された伝統家屋の一例（上）

　

「
第
1
回
北
川
内
の
景
観
ま
ち
づ
く
り
を
語
り
合
う
会
」
が
1
月

19
日
㈫
上
陽
公
民
館
で
あ
り
ま
し
た
。
上
陽
町
北
川
内
地
区
に
は
、

石
橋
の
ほ
か
に
も
伝
統
家
屋
な
ど
の
景
観
資
源
が
た
く
さ
ん
あ
り

ま
す
。
こ
れ
ら
を
地
域
活
性
化
に
生
か
す
た
め
、
昨
年
の
秋
か
ら
国

土
交
通
省
の
「
地
域
景
観
づ
く
り
緊
急
支
援
事
業
」
を
活
用
し
て
、

川
端
通
り
や
柴
尾
地
区
等
の
歴
史
的
市
街
地
の
調
査
を
行
っ
て
き

ま
し
た
。
調
査
を
担
当
し
た
久
留
米
工
業
大
学
大
森
研
究
室
の
学

生
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
八
女
町
並
み
デ
ザ
イ
ン
研
究
会
の
建
築
士
よ
り
、

伝
統
家
屋
10
軒
に
つ
い
て
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。
大
森
教
授
は
、「
明

治
大
正
時
代
の
と
て
も
質
の
高
い
伝
統
家
屋
が
大
切
に
住
み
継
が
れ

て
い
る
」
と
評
価
。
当
日
は
地
元
か
ら
多
数
の
参
加
が
あ
り
、
北
川

内
の
伝
統
家
屋
の
価
値
に
改
め
て
気
づ
く
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

※
第
2
回
は
２
月
22
日
㈪
19
時
か
ら
上
陽
公
民
館
で
開
催
予
定

広報やめ　2010.2.119
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１
月
７
日
㈭
早
朝
、
八
女
と
び
か
た
ソ
フ
ト
ボ
ー

ル
チ
ー
ム
が
立
花
町
民
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
、
新
春
の

初
打
ち
練
習
を
行
い
ま
し
た
。
今
年
は
立
花
町
最

後
の
年
で
あ
り
、
初
打
ち
の
始
球
式
を
田
中
礼
助

町
長
が
行
う
な
ど
チ
ー
ム
に
一
段
と
気
合
い
が
入

り
充
実
し
た
練
習
と
な
り
ま
し
た
。
同
チ
ー
ム
は

平
成
15
年
に
結
成
。
旧
立
花
町
と
旧
八
女
市
に
住

む
60
歳
以
上
の
男
性
30
人
が
メ
ン
バ
ー
で
、
最
年

長
は
83
歳
で
す
。
練
習
は
毎
日
の
よ
う
に
早
朝
６

時
か
ら
８
時
の
時
間
帯
を
中
心
に
行
い
、
昨
年
の

練
習
実
績
は
２
１
８
日
と
聞
い
て
驚
く
ば
か
り
で
す
。

チ
ー
ム
会
長
の
甲
木
弘
行
さ
ん
は

「
勝
ち
負
け
を
あ
ま
り
気
に
せ
ず
、

ゆ
っ
く
り
と
遊
び
な
が
ら
楽
し
く

ス
ポ
ー
ツ
を
す
る
こ
と
で
若
さ
と

健
康
を
維
持
し
、
友
人
づ
く
り
を

し
て
い
ま
す
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

楽しく元気に新春初打ち
八女とびかたソフトボールチーム

七草がゆで１年の健康を
道の駅たちばな

31
作
品
を
地
区
表
彰

「
く
ろ
ぎ
」
ざ
ぶ
ん
塾

　

１
月
７
日
㈭
の
七
草
の
日
、
道
の
駅
た

ち
ば
な
で
来
店
者
約
１
０
０
人
に
「
七
草

が
ゆ
」
が
振
る
舞
わ
れ
ま
し
た
。

　

七
草
が
ゆ
は
、
昔
か
ら
正
月
の
お
せ
ち

料
理
な
ど
で
疲
れ
た
胃
を
休
め
る
た
め
、

冬
場
に
不
足
が
ち
な
栄
養
素
と
し
て
七
種

の
野
菜
（
セ
リ
・
ナ
ズ
ナ
・
ゴ
ギ
ョ
ウ
・
ハ

コ
ベ
ラ
・
ホ
ト
ケ
ノ
ザ
・
ス
ズ
ナ
・
ス
ズ
シ

ロ
）
を
、
お
か
ゆ
に
入
れ
て
食
べ
る
と
一
年

を
健
康
に
過
ご
せ
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

訪
れ
て
い
た
筑
後
市
の
男
性
は
「
私
の

家
で
は
七
草
を
み
そ
汁
に
入
れ
て
食
べ
て

い
ま
す
。
七
草
が
ゆ
を
食
べ
る
の
は
久
し

ぶ
り
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
と
て
も
お
い
し

い
で
す
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　

８
回
目
を
数
え
る
「
ざ
ぶ
ん
賞
」

公
募
展
の
福
岡
県
地
区
表
彰
式
（
「
く

ろ
ぎ｣

ざ
ぶ
ん
塾
主
催
）
が
、
12
月

20
日
㈰
、
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
ふ
じ
の

里
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
生

命
の
源
で
あ
る
水
や
海
の
テ
ー
マ
を
通

じ
て
、
命
や
自
然
の
大
切
さ
を
考
え

て
も
ら
う
こ
と
を
目
的
に
開
催
さ
れ

て
い
ま
す
。
今
回
は
全
国
か
ら
約
４
５

０
０
点
、
そ
の
う
ち
県
内
か
ら
５
０
２

点
の
応
募
が
あ
り
、
31
作
品
を
地
区

表
彰
し
ま
し
た
。

　

福
岡
県
知
事
賞
に
、
大
石
葉
月
さ

ん
（
八
女
学
院
中
３
年
）
、
三
池
海
上

保
安
部
の｢

未
来
に
残
そ
う
青
い
海

賞｣

に
、
栗
原
結
香
さ
ん
（
矢
部
中

３
年
）
の
作
品
が
、
そ
れ
ぞ
れ
選
ば

れ
ま
し
た
。

　

審
査
委
員
長
を
務
め
る
作
家･

安
部
龍
太
郎

氏
は
、｢

身
近
な
水
の
存
在
か
ら
命
や
環
境
問

題
を
と
ら
え
、
文
章
に
書
き
留
め
る
こ
と
の
大

切
さ
が
、
今
ま
さ
に
求
め
ら
れ
て
い
る｣

と
メ
ッ

セ
ー
ジ
を
寄
せ
ま
し
た
。
引
き
続
き
、
新
潮
社

出
版
部
の
池
田
雅
延
氏
が
、「
作
家
が
育
つ
土
地
」

と
題
し
講
演
。
長
年
の
編
集
生
活
の
経
験
か
ら

作
家
の
本
質
を
、｢

人
間
の
感
情
の
内
面
に
向

き
合
い
、
自
ら
そ
の
欠
落
感
を
補
う
た
め
、
そ

こ
か
ら
栄
養
を
得
な
が
ら
安
定
化
を
求
め
紡
ぎ

出
し
て
い
く
存
在｣

と
紹
介
し
ま
し
た
。
ま
た
、

昨
年
、
第
１
０
９
回｢

文
學
界｣

新
人
賞
で
特

別
賞
を
受
賞
し
た
、
合
原
壮
一
朗
さ
ん
（
明
善

高
校
３
年
・
木
屋
）
も
応
援
に
駆
け
つ
け
、
後

輩
た
ち
に
エ
ー
ル
を
送
り
ま
し
た
。

　

ロ
ビ
ー
で
は
、｢

ざ
ぶ
ん
展｣

も
併
せ
て
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
全
国
展
で
受
賞
し
た
作
品
が
、

絵
本
や
工
芸
作
家
ら
の
手
に
よ
り
作
文
内
容
を

イ
メ
ー
ジ
し
た
額
や
オ
ブ
ジ
ェ
と
な
っ
て
、
そ
れ

ぞ
れ
の
感
性
が
会
場
内
に
響
き
合
い
ま
し
た
。

立 花

黒 木

表彰された皆さん

八女とびかたソフトボールチームの皆さん

道の駅たちばなで七草がゆが振る舞われました
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１
月
６
日
㈬
、

星
野
村
消
防
団
に

よ
る
新
春
恒
例
の

消
防
出
初
式
が
星

野
小
学
校
グ
ラ
ウ

ン
ド
で
行
わ
れ
ま
し

た
。
寒
波
到
来
で

凍
る
よ
う
な
気
温
の
な
か
、
訓
令
礼
式
や
ポ
ン
プ
操

法
、
市
中
行
進
や
放
水
訓
練
が
行
わ
れ
、
今
年
１
年

の
無
火
災
・
無
災
害
を
祈
念
し
ま
し
た
。

　

１
月
９
日
㈯
か
ら
11
日
㈷
に
か
け
て
村
内

各
地
域
で
鬼
火
焚
き
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
青

竹
を
高
く
組
ん
だ
や
ぐ
ら
に
子
ど
も
た
ち
が

地
域
か
ら
集
め
た
正
月
の
飾
り
を
入
れ
込
み
、

火
を
つ
け
る
と
ポ
コ
ン
、
ポ
コ
ン
と
音
を
立
て

な
が
ら
勢
い
よ
く
燃
え
上
が
り
ま
し
た
。
燃
え

た
後
は
、
残
り
火
で
焼
い
た
も
ち
な
ど
を
食
べ
、

み
ん
な
で
無
病
息
災
を
願
い
ま
し
た
。

無
火
災
・
無

災
害
を
祈
念

消
防
出
初
式

み
ん
な
で
無
病
息
災
を

願
う　

鬼
火
焚
き

あ
り
が
と
う
！
矢
部
村　

矢
部
村
閉
村
式
典

矢 部

星 野

オープニングの飯干太鼓

中学生も歌で参加

みんなの見守るなか村旗が降ろされました

パレードをする消防団の皆さん

青竹を高く組みやぐらが作られました

健康を祈願する子ども 放水訓練

　

矢
部
村
中
央
公
民
館
で
１

月
17
日
㈰
、
矢
部
村
閉
村
式

典
が
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。
約

４
０
０
人
の
参
加
者
で
会
場
は

満
員
と
な
り
ま
し
た
。

　

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
の
飯
干
太
鼓

で
幕
開
け
し
た
式
典
で
は
合
併

経
過
報
告
に
続
き
、
功
労
者
表

彰
、
矢
部
村
の
歴
史
を
振
り
返

る
Ｄ
Ｖ
Ｄ
が
放
映
さ
れ
、
最
後

に
村
旗
が
降
納
さ
れ
ま
し
た
。

　

田
島
冨
士
雄
村
長
は
「
村
が

誇
る
伝
統
文
化
な
ど
を
生
か
し
、

今
後
も
地
域
活
性
化
に
頑
張
り

ま
し
ょ
う
」
と
あ
い
さ
つ
し
、
三

田
村
統
之
市
長
は
「
矢
部
村
の

伝
統
と
文
化
を
継
承
し
、
一
日

も
早
く
『
合
併
し
て
良
か
っ
た
』

と
言
わ
れ
る
都
市
作
り
に
取
り

組
ん
で
い
き
ま
す
」
と
あ
い
さ

つ
し
ま
し
た
。

　

式
典
に
参
加
し
た
女
性
は

「
村
が
な
く
な
る
の
は
寂
し
い
け

れ
ど
、
八
女
地
域
全
体
で
ふ
る

さ
と
作
り
に
頑
張
っ
て
ほ
し
い
」

と
期
待
を
込
め
て
い
ま
し
た
。
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⃝
募
集
人
員
＝
①
介
護
給
付
適
正
化
事

務
（
介
護
支
援
専
門
員
）
１
人
②
地
域

包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
（
介
護
支
援
専
門
員
）

１
人
③
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
（
事
務

職
員
）
１
人

⃝
資
格
＝
①
②
は
介
護
支
援
専
門
員
の

資
格

⃝
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
＝
健
康
課
介

護
認
定
係
（
☎
２
３
・
１
３
５
３
）

⃝
募
集
人
員
＝
①
事
務
職
員
（
一
般
事
務
）

１
人
②
施
設
管
理
職
員
（
施
設
管
理
業

務
）
２
人

⃝
業
務
内
容
＝
①
事
務
処
理
②
ご
み
搬

入
受
付
業
務
、
施
設
の
管
理
（
清
掃
な
ど
）

お
よ
び
施
設
周
辺
の
除
草
作
業
な
ど

⃝
資
格
＝
①
パ
ソ
コ
ン
操
作
が
で
き
る
人
②

な
し

⃝
勤
務
地
＝
八
女
市
環
境
セ
ン
タ
ー
（
黒

木
町
鹿
子
生
１
０
９
９
番
地
１
）

⃝
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
＝
社
会
環
境

課
（
☎
２
３
・
１
４
６
２
）

⃝
募
集
人
員
＝
施
設
管
理
職
員
１
人

⃝
業
務
内
容
＝
し
尿
搬
入
受
付
、
乾
燥
汚

泥
処
理
お
よ
び
施
設
運
転
助
手
な
ど

⃝
資
格
＝
「
し
尿
・
汚
泥
再
生
処
理
施
設

技
術
管
理
士
」
資
格
取
得
者

⃝
勤
務
地
＝
八
女
市
衛
生
セ
ン
タ
ー
（
黒

木
町
桑
原
６
８
９
番
地
１
）

⃝
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
＝
社
会
環
境

課
（
☎
２
３
・
１
４
６
２
）

⃝
募
集
人
員
＝
１
人

⃝
業
務
内
容
＝
市
立
図
書
館
の
館
長
と
し

て
本
館
お
よ
び
分
館
の
管
理
運
営

⃝
資
格
＝
司
書
ま
た
は
司
書
補
資
格

⃝
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
＝
文
化
課
図

書
館
係
（
☎
２
２
・
２
５
０
４
）

⃝
募
集
人
員
＝
若
干
名

⃝
業
務
内
容
＝
市
立
図
書
館
分
館
の
運
営

※
勤
務
地
は
旧
立
花
町
・
黒
木
町
・
矢
部

村
・
星
野
村

⃝
資
格
＝
司
書
ま
た
は
司
書
補
資
格

⃝
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
＝
文
化
課
図

書
館
係
（
☎
２
２
・
２
５
０
４
）

⃝
募
集
人
員
＝
１
人

⃝
資
格
＝
普
通
運
転
免
許

⃝
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
＝
文
化
課
図

書
館
係
（
☎
２
２
・
２
５
０
４
）

⃝
募
集
人
員
＝
１
人

⃝
業
務
内
容
＝
岩
戸
山
歴
史
資
料
館
の

管
理
運
営

⃝
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
＝
文
化
課
文

化
財
係
（
☎
２
３
・
１
９
８
２
）

⃝
募
集
人
員
＝
若
干
名

⃝
業
務
内
容
＝
青
少
年
の
生
活
体
験
・

自
然
体
験
な
ど
体
験
活
動
の
企
画
立
案
、

指
導
※
勤
務
地
は
旧
上
陽
町
・
立
花
町
・

黒
木
町
・
矢
部
村
・
星
野
村

⃝
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
＝
男
女
共
同

参
画
・
生
涯
学
習
課
（
☎
２
３
・
１
３
１
８
）

市
の

嘱
託
職
員
を

募
集
し
ま
す

■ 賃金等

八女市規定等による

■ 選考日　２月 21日㈰

■ 選考会場　八女市役所

■ 選考方法

書類審査および作文・面接

※一部は書類審査と面接

■ 申し込み期間

２月１日㈪～２月 15日㈪

※土・日曜および祝日を除く。

ただし図書館は月曜休館、土日・

祝日は開館。

■ 提出書類

申込書（各担当課に準備）、必

要な場合は資格証明書類（写し）

■ 任用期間

平成 22年４月１日から１年間

各職種共通事項

介
護
保
険
業
務
お
よ
び
地
域
包

括
支
援
業
務

八
女
市
環
境
セ
ン
タ
ー

八
女
市
衛
生
セ
ン
タ
ー

市
立
図
書
館
長

市
立
図
書
館
分
館
司
書

黒
木
分
館
移
動
図
書
館
運
行
業
務

岩
戸
山
歴
史
資
料
館
長

地
域
活
動
指
導
員

母
子
生
活
支
援
施
設
ひ
ま
わ
り
園

　

八
女
消

防
本
部

管
内
に
お
け
る
21

年
中
の
火
災
発
生
件

数
は
59
件
と
な
り
、
多
く

の
貴
重
な
財
産
が
失
わ
れ
、
２
名

の
尊
い
命
が
火
災
で
奪
わ
れ
ま
し
た
。

　

前
年
と
比
較
す
る
と
２
件
の
減
少

と
な
り
ま
し
た
が
、
種
別
内
訳
を
み
る

と
建
物
火
災
28
件
、
林
野
火
災
７
件
、

車
両
火
災
７
件
、
そ
の
他
火
災
17
件

と
な
っ
て
お
り
、
依
然
と
し
て
建
物
火

災
の
占
め
る
割
合
が
最
も
多
く
、
そ
の

中
で
も
一
般
住
宅
が
約
３
割
を
占
め
て

お
り
、
住
宅
火
災
に
よ
る
死
者
は
一
向

に
無
く
な
る
気
配
を
み
せ
ま
せ
ん
。

　

被
害
を
最
小
限
に
止
め
る
為
に
は
、

火
災
の
早
期
発
見
が
最
も
大
切
で
す
。

住
宅
用
火
災
警
報
器
を
ま
だ
設
置
し

て
い
な
い
住
宅
は
早
め
に
設
置
し
、
火

災
か
ら
大
切
な
命
を
守
り
ま
し
ょ
う
。

　

八
女
消
防
本
部
管
内
の
21

年
中
の
救
急
出
動
件
数
は

３
６
６
１
件
と
な
り
、
３
５
７
０
人
を

搬
送
し
ま
し
た
。
平
成
17
年

の
３
５
９
７
件
を
ピ
ー
ク
に
減
少
傾
向

に
あ
っ
た
救
急
件
数
は
、
前
年
よ
り

２
８
８
件
の
大
幅
増
加
と
な
り
、
過

去
最
高
件
数
と
な
り
ま
し
た
。

　

事
故
種
別
件
数
で
み
る
と
、
急
病

が
２
０
２
４
件
、
一
般
負
傷
が
５
３
２

件
、
交
通
事
故
は
４
０
１
件
と
な
り
、

各
種
別
と
も
増
加
し
て
い
ま
す
。
傷
病

程
度
で
は
、
死
亡
・
重
傷
者
が
５
３
２

人
で
、
そ
の
う
ち
高
齢
者
が
４
１
２
人

と
77
％
を
占
め
、
今
後
も
高
齢
化
が

進
む
に
つ
れ
さ
ら
な
る
増
加
が
懸
念
さ

れ
ま
す
。

　

大
切
な
命
を
救
う
た
め
に
は
身
近

に
い
る
皆
さ
ん
の
迅
速
な
通
報
、
適
切

な
応
急
手
当
が
重
要
で
す
。
救
急
に

対
す
る
理
解
と
正
し
い
知
識
を
深
め
る

た
め
救
急
講
習
を
受
講
し
ま
し
ょ
う
。

救急件数が

大幅増加
平成21年

火災・救急概要

八女消防本部

（☎２４・０１１９）

火災救急

　平成22年１月31日現在において、

黒木町・立花町・矢部村・星野村の

入札参加有資格者名簿（有資格者名

簿）に登録されている人で、八女市の

平成 21・22年度競争入札参加資格

登録（工事・委託・物品）をしていな

い業者の追加申請を受け付けます。

■受付期間

　２月３日㈬～ 12日㈮

※申請書および詳細は八女市ホーム

ページに掲載

■問い合わせ＝総務課契約係

　（☎２３・１１１１）

競争入札参加資格
審査申請の追加受
付を行います
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⃝
募
集
人
員
＝
①
母
子
指
導
員
１
人
②

少
年
指
導
員
兼
事
務
員
１
人

⃝
資
格
＝
児
童
福
祉
、
児
童
教
育
分
野
で

の
職
歴
や
活
動
経
験
が
あ
る
人

⃝
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
＝
子
育
て
支

援
課
（
☎
２
３
・
１
３
５
１
）

⃝
募
集
人
員
＝
２
人

⃝
資
格
＝
保
育
士
の
資
格
を
有
す
る
人
ま

た
は
今
春
資
格
取
得
見
込
の
人
※
要
普

通
自
動
車
免
許

⃝
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
＝
子
育
て
支

援
課
（
☎
２
３
・
１
３
５
１
）

⃝
募
集
人
員
＝
１
人

⃝
資
格
＝
児
童
福
祉
、
児
童
教
育
分
野

で
の
職
歴
や
活
動
経
験
が
あ
る
人
※
要
普

通
自
動
車
免
許

⃝
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
＝
子
育
て
支

援
課
（
☎
２
３
・
１
３
５
１
）

⃝
募
集
人
員
＝
２
人

⃝
資
格
＝
栄
養
士
ま
た
は
調
理
師
の
免
許

を
有
す
る
人
ま
た
は
今
春
免
許
取
得
見

込
の
人

⃝
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
＝
子
育
て
支

援
課
（
☎
２
３
・
１
３
５
１
）

⃝
募
集
人
員
＝
１
人

⃝
資
格
＝
児
童
福
祉
、
児
童
教
育
分
野
で

の
職
歴
や
活
動
経
験
が
あ
り
、
本
事
業
を

理
解
し
、
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
と
し
て
の
役
割

が
で
き
る
人
※
要
普
通
自
動
車
免
許

⃝
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
＝
子
育
て
支

援
課
（
☎
２
３
・
１
３
５
１
）

⃝
募
集
人
員

①
黒
木
公
民
館
＝
館
長
１
人
、
職
員
３
人

②
立
花
公
民
館
＝
館
長
１
人
、
職
員
２
人

③
矢
部
公
民
館
＝
館
長
１
人
、
職
員
１
人

④
星
野
公
民
館
＝
館
長
１
人
、
職
員
１
人

⑤
上
陽
公
民
館
＝
館
長
１
人

⑥
東
・
西
公
民
館
＝
職
員
２
人

⃝
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
＝
男
女
共
同

参
画
・
生
涯
学
習
課
（
☎
２
３
・
１
３
１
８
）

⃝
募
集
人
員
＝
１
人

⃝
資
格
＝
学
校
給
食
調
理
業
務
の
実
務

経
験
が
１
年
以
上
で
、
栄
養
士
の
資
格

⃝
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
＝
学
校
教
育

課
総
務
係
（
☎
２
３
・
１
９
５
４
）

⃝
募
集
人
員
＝
若
干
名

⃝
業
務
内
容
＝
市
内
の
小
・
中
学
校
で
の

給
食
の
調
理
※
勤
務
地
は
旧
八
女
市
内

⃝
資
格
＝
調
理
師
ま
た
は
栄
養
士
資
格

⃝
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
＝
学
校
教
育

課
総
務
係
（
☎
２
３
・
１
９
５
４
）

⃝
募
集
人
員
＝
若
干
名

⃝
業
務
内
容
＝
黒
木
地
区
の
小
・
中
学
校
で

の
給
食
や
学
校
業
務
の
補
助
※
勤
務
地
は

旧
黒
木
町

⃝
資
格
＝
特
に
な
し

⃝
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
＝
学
校
教
育

課
総
務
係
（
☎
２
３
・
１
９
５
４
）

⃝
募
集
人
員
＝
13
人

⃝
業
務
内
容
＝
市
内
の
小
・
中
学
校
で
図

書
館
の
管
理
な
ど
を
行
い
ま
す
。
※
勤
務

地
は
市
内
全
地
域

⃝
資
格
＝
図
書
館
法
の
司
書
ま
た
は
司
書

補
な
ど
の
資
格

⃝
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
＝
学
校
教
育

課
総
務
係
（
☎
２
３
・
１
９
５
４
）

⃝
募
集
人
員
＝
10
人

⃝
業
務
内
容
＝
市
内
の
小
・
中
学
校
で
少

人
数
指
導
を
行
い
ま
す
。
※
勤
務
地
は
市

内
全
地
域

⃝
資
格
＝
小
学
校
ま
た
は
中
学
校
の
教
員

免
許

⃝
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
＝
学
校
教
育

課
学
務
係
（
☎
２
３
・
１
９
５
４
）

⃝
募
集
人
員
＝
２
人

⃝
資
格
＝
看
護
師
ま
た
は
准
看
護
師

⃝
勤
務
日
数
＝
月
12
日

⃝
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
＝
健
康
課
健

康
推
進
係
（
☎
２
３
・
１
３
５
２
）

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

家
庭
児
童
相
談
室
の
相
談
員

市
立
保
育
所
の
給
食
員

フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン

タ
ー
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

公
民
館
管
理
運
営
業
務

小
・
中
学
校
給
食
調
理
員

小
・
中
学
校
給
食
等
学
校
補
助
員

小
・
中
学
校
図
書
司
書

小
人
数
指
導
教
員

矢
部
診
療
所
看
護
師

上下水道関係納付書が変わります
　平成22年２月からお送りする水道料金・簡易水道使用料・

下水道使用料の納付書が、圧着ハガキ様式に変わります。ご

注意ください。

※再発行してお送りする納付書は圧着ハガキではありません

が、従来の様式とは異なります。

　なお、今後は、ゆうちょ銀行（郵便局）でも納付いただける

ようになります。

◉問い合わせ＝上下水道局

　（☎２３・１９４９）

ハガキを開くと…

同世代や異世代の仲間と共同して、自然の中で感動

を味わってみませんか。早春の清流「矢部川」の河

畔や古墳群の小道を歩きながら、新しい発見をしま

しょう。小・中・高校生の皆さん、参加をお待ちしています。

★日時　３月 25日㈭～ 26日㈮※１泊２日

★集合場所　市役所玄関前

★募集対象・人員※いずれも先着順

《一般参加者》市内在住の小学４年生～高校生 50人

《歩行リーダー》青少年健全育成に理解と熱意のある人10人

★参加費　1,000円

　※傷害保険含む。申込時に持参してください。

★行程（予定）

《１日目》市役所→飛形山山頂→ふれあいの家南筑後（泊）

《２日目》ふれあいの家南筑後→犬尾城跡→岩戸山古墳→市役所

★申込締切　２月 26日㈮

★申し込み・問い合わせ

　男女共同参画・生涯学習課（☎２３・１３１８）

第10回  青少年チャレンジウォーク

参加者

募集

小
・
中
学
校
栄
養
士
業
務
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お
知

ら
せ

■楽しく食育「飾り巻き寿司に挑戦」

◦日時＝２月９日㈫ 10時 30分～

※要申込、参加費 200円

■いっしょにあそぼ！

◦日時＝２月 13日㈯10時 30分～

■にこにこバースデー♪

◦日時＝２月 17日㈬10時 30分～

■高田先生と話してスッキリ！

◦日時＝２月 19 日㈮ 10時 30分～

※託児要申込

■ママとふあふあほっぺ

◦日時＝２月 23日㈫ 10時 30分～

※要申込・30組

■あそびの広場

◦日時・会場＝２月３日㈬・８日㈪・９日㈫・

13日㈯・25日㈭／ほほえみ

※月～金曜９時 30分～ 15時 30分、土

曜９時 30分～ 13 時

■移動サロン

◦日時・会場＝２月５日㈮／東公民館、12

日㈮／児童センター、19日㈮／上陽公民

館、24日㈬／八女文化会館、26日㈮／

西公民館　※いずれも10時～ 12時

■ほほえみサロン　◦会場＝ほほえみ

◦赤ちゃん広場（生後４か月～15か月）

２月４日㈭・15日㈪９時 30分～ 12時

◦ほほえみ広場（生後 16か月～就学前）

２月２日㈫・22日㈪９時 30分～ 12時

■パパママ広場

◦日時・会場＝２月６日㈯ 10時～ 12時

／ほほえみ

■プレママ広場

◦日時・会場＝２月１日㈪／忠見保育園、23

日㈫／ほほえみ　※いずれも10時～12時

■エンジェルルーム「まめまき」

◦日時＝２月３日㈬10時 30分～ 12時

■みんなであそぼう「ボールであそぼう」

◦日時＝２月 21日㈰ 10時 30分～ 12時

■子育て座談会

◦日時＝２月 24日㈬10時 30分～ 12時

■おしゃべり会

◦日時＝毎週月曜 11時～

■戸外あそび

◦日時＝毎週水曜 10時～

■英語であそぼう

◦日時＝２月 15日㈪ 10時 30分～

■おはなし会

◦日時＝２月 22日㈪ 10時 30分～

■おひなさま作り・たんじょう会

◦日時＝２月 26日㈮ 10時 15分～

■臨時子育て支援センター

※会場は辺春コミュニティセンター

◦日時＝２月２日㈫・16日㈫ 10時～

子

育

ち

支

援

掲

示

板
　

２

月

●
日
時
＝
２
月
13
日
㈯
13
時
～

●
会
場
＝
長
峰
小
学
校
体
育
館

●
内
容
＝
牟
田
征
二
さ
ん
（
佐
賀
県

立
盲
学
校
教
諭
）
の
講
演
「
子
ど
も

た
ち
に
望
む
こ
と
」
、
合
唱
、
太
鼓
演

奏
な
ど
※
参
加
無
料

※
八
女
検
定
を
当
日
12
時
か
ら
行
い

ま
す
（
参
加
無
料
、
申
込
不
要
）
。

●
問
い
合
わ
せ
＝
人
権
・
同
和
教
育

課
（
☎
２
３
・
２
０
７
４
）

●
日
時
＝
２
月
７
日
㈰
10
時
～

●
会
場
＝
福
島
中
学
校
体
育
館

※
文
化
発
表
会
Ｄ
Ｖ
Ｄ
上
映
会
も
あ
り
。

●
問
い
合
わ
せ
＝
福
島
中
学
校

（
☎
２
２
・
４
２
０
７
）

●
日
時
＝
２
月
21
日
㈰
13
時
～
16
時

●
会
場
＝
農
業
活
性
化
セ
ン
タ
ー

●
内
容
＝
ブ
ラ
ッ
ク
シ
ア
タ
ー
上
演
、

子
ど
も
た
ち
の
ス
テ
ー
ジ
・
フ
ロ
ア

発
表
、
上
陽
北
汭
学
園
児
童
生
徒
の

発
表

●
問
い
合
わ
せ
＝
上
陽
校
区
青
少
年

健
全
育
成
会
事
務
局
（
上
陽
北
汭
学

園
☎
５
４
・
２
０
３
０
）

●
日
時
＝
２
月
21
日
㈰
９
時
出
発
※
小

雨
決
行
、
強
雨
の
場
合
２
月
28
日
㈰

●
集
合
場
所
＝
立
花
町
体
育
館

●
コ
ー
ス
＝
立
花
町
体
育
館
～
梅
林

公
園
※
往
復
６
キ
ロ

●
参
加
費
＝
会
員
以
外
は
１
５
０
円

（
保
険
料
）

●
問
い
合
わ
せ
＝
久
木
原
さ
ん

（
☎
２
３
・
５
４
９
６
）

●
日
時
＝
２
月
17
日
㈬
14
時
～
16
時

●
会
場
＝
福
岡
県
八
女
総
合
庁
舎

黒木町チャイルドルーム　ピコロ

会場・問い合わせ＝ふじの里（☎42・3301）

立花町子育て支援センターきらきら

会場・問い合わせ＝きらきら（☎24・9090）

●
内
容
＝
酒
井
徹
雄
さ
ん
（
姫
野
病

院
神
経
内
科
部
長
）
の
講
演
「
パ
ー

キ
ン
ソ
ン
病
の
治
療
に
つ
い
て
」
、
個

別
相
談
※
参
加
無
料

●
対
象
＝
患
者
、
家
族

●
申
込
締
切
＝
２
月
15
日
㈪

●
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
＝
南
筑

後
保
健
福
祉
環
境
事
務
所
健
康
増
進

課
（
☎
０
９
４
４
・
７
２
・
２
１
８
５
）

　

楮
こ
う
ぞ

を
収
穫
し
ま
す
。
収
穫
し
た
原

料
で
２
月
13
日
㈯
・
14
日
㈰
に
和
紙

ハ
ガ
キ
作
り
教
室
を
開
き
ま
す
（
参

加
費
５
０
０
円
）
。

●
日
時
＝
２
月
6
日
㈯
９
時
30
分
～

12
時
※
雨
天
順
延
、
参
加
無
料

●
会
場
＝
八
女
伝
統
工
芸
館

※
作
業
は
屋
外
。
軍
手
・
ノ
コ
ギ
リ
・

防
寒
具
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。
小

学
校
低
学
年
以
下
は
保
護
者
同
伴
で

参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

つどいの広場　ちゃちゃっこ

会場・問い合わせ＝共生の森（☎30・2566）

子育て支援センター　ほほえみ

問い合わせ＝ほほえみ（☎22・4726）

つどいの広場の愛称が

に決まりました！

つどいの広場の愛称を広報やめ

12 月 15 日号などを通じて募集

したところ、多数応募していた

だき、ありがとうございました。

審査の結果「八女茶のようにみ

んなに愛される広場になります

ように」との願いから、つどい

の広場「ちゃちゃっこ」に決ま

りました。今後もたくさんの人

に利用していただくため、楽し

い講座などを予定していますの

で、気軽に遊びに来てください。

★問い合わせ＝子育て支援課

（☎２３・１３５１）

ちゃちゃっこ

人
権
の
ま
ち
づ
く
り
講
演
会

福
島
中
Ｐ
Ｔ
Ａ
バ
ザ
ー

上
陽
っ
子
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

吉
田
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
Ｃク

ラ

ブ

ｌ
ｕ
Ｂ

（
立
花
梅
林
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
）

パ
ー
キ
ン
ソ
ン
病
講
演
会
・

相
談
会

八
女
手
す
き
和
紙
原
料
収
穫

体
験
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●
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
＝
八
女

伝
統
工
芸
館
（
☎
２
２
・
３
１
３
１
）

　

八
女
手
す
き
和
紙
の
風
合
い
を
生

か
し
た
和
風
ノ
ー
ト
を
作
り
ま
す
。

●
日
時
＝
２
月
10
日
㈬
10
時
～
12
時

●
会
場
＝
八
女
伝
統
工
芸
館

●
参
加
費
＝
３
５
０
０
円
（
材
料
費
込
）

●
定
員
＝
10
人

●
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
＝
八
女

伝
統
工
芸
館
（
☎
２
２
・
３
１
３
１
）

●
日
時
＝
２
月
14
日
㈰
11
時
～

●
会
場
＝
メ
モ
リ
ア
ル
ホ
ー
ル
い
わ
井

●
対
象
＝
40
歳
ま
で
の
男
女
各
20
人

（
応
募
多
数
の
場
合
抽
選
）

●
参
加
費
＝
男
性
４
０
０
０
円
、
女

性
３
０
０
０
円

●
申
込
締
切
＝
２
月
10
日
㈬

●
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
＝
結
婚

サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
（
八
女
文
化
会

館
内
☎
２
２
・
５
９
０
０
）

　

水
道
事
業
者
が
行
う
水
質
検
査
に

つ
い
て
は
、
水
道
法
に
基
づ
き
検
査
計

画
を
作
成
し
、
公
表
す
る
こ
と
が
必

要
で
す
。
そ
こ
で
、
八
女
市
に
水
道

用
水
を
供
給
し
て
い
る
福
岡
県
南
広

域
水
道
企
業
団
で
は
、
平
成
22
年
度

に
行
う
水
質
検
査
計
画
（
案
）
を
公

表
し
、
皆
さ
ん
の
意
見
を
反
映
さ
せ

た
計
画
を
作
成
し
ま
す
。
本
計
画
（
案
）

は
八
女
市
上
下
水
道
局
お
よ
び
企
業

団
の
窓
口
、
な
ら
び
に
企
業
団
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。

●
募
集
期
間
＝
２
月
１
日
㈪
～
28
日
㈰

●
問
い
合
わ
せ
＝
県
南
広
域
水
道
企

業
団
水
質
セ
ン
タ
ー

（
☎
０
９
４
２
・
２
７
・
１
５
６
３
）

　

来
年
度
の
無
料
登
録
団
体
を
募
集

し
ま
す
。

●
対
象
＝
市
内
に
居
住
ま
た
は
勤
務

す
る
15
～
29
歳
の
勤
労
青
少
年
で
構

成
す
る
サ
ー
ク
ル

●
受
付
期
間
＝
１
月
31
日
㈰
～
２
月

21
日
㈰

●
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
＝
勤
労

青
少
年
ホ
ー
ム
（
☎
２
４
・
０
０
２
９
）

●
日
時
＝
２
月
10
日
㈬
13
時
30
分
～

16
時
30
分
※
参
加
無
料

●
会
場
＝
福
岡
県
久
留
米
総
合
庁
舎

●
内
容
＝
セ
ク
ハ
ラ
・
パ
ワ
ハ
ラ
対
策

の
法
律
実
務
、
仕
事
と
子
育
て
の
両

立
支
援
へ
の
取
り
組
み
事
例
や
両
立

支
援
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
助
成
金
の
紹
介

●
対
象
＝
企
業
の
経
営
者
、
総
務
部

門
担
当
者
、
関
心
が
あ
る
人

●
定
員
＝
先
着
30
人

●
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
＝
福
岡

県
新
雇
用
開
発
課

（
☎
０
９
２
・
６
４
３
・
３
５
８
６
）

●
日
時
＝
①
２
月
15
日
㈪
13
時
30
分

～
②
２
月
23
日
㈫
14
時
～
③
３
月
４

日
㈭
14
時
～
④
３
月
19
日
㈮
14
時
～

●
会
場
＝
①
②
④
福
岡
県
柳
川
総
合

庁
舎
③
福
岡
県
八
女
総
合
庁
舎

●
内
容
＝
①
低
出
生
体
重
児
の
発

育
・
発
達
に
つ
い
て
②
③
お
母
さ
ん

の
リ
ラ
ッ
ク
ス
タ
イ
ム
～
親
子
で
リ

ラ
ッ
ク
ス
し
よ
う
～
④
子
ど
も
の
集

団
生
活
に
つ
い
て
※
各
回
の
前
日
ま

で
に
要
申
込
。
い
ず
れ
の
回
も
フ
リ
ー

ト
ー
ク
と
個
別
相
談
あ
り
。

●
対
象
＝
平
成
19
年
４
月
～
21
年
12

月
末
ま
で
の
出
生
児
で
、
出
生
時
体

軽自動車税（軽自動車、バイク、農耕作業用、その他

小型車）は、毎年４月１日に所有している人に課税され

ます。「使用しなくなった」「他人に譲った」などの場合は、

廃車または名義変更などの手続きをしないと毎年課税さ

れることになります。下記窓口で手続きをしてください。

■持参する物

　ナンバープレート、来庁する人の印鑑、自賠責の書類

■手続き・問い合わせ

　納税課（☎ 23・1114）黒木総合支所（☎ 42・1113）

　立花支所（☎ 23・4932）矢部支所（☎ 47・3112）

　星野支所（☎ 52・3113）上陽支所（☎ 54・2218）

車　種 手　続　き　場　所

八
女
市
ナ
ン
バ
ー

原付バイク

（125cc以下）、

農耕用など

市役所納税課および各支所

※2町2村のナンバーも同様。転

出した人は、新住所地の市町村役

場にナンバープレートを返却して廃

車することができます。

久
留
米
ナ
ン
バ
ー

軽自動車
軽自動車検査協会久留米支所

（☎０９４２・２１・５６８０）

軽二輪バイク

（250cc 以下）

軽自動車協会連合会久留米分室

（☎０９４２・２１・８８９３）

小型二輪バイ

ク（250cc 超）

福岡運輸支局久留米自動車検査

登録事務所

（☎０５０・５５４０・２０８１）

※手続きの方法が場所により多少異なりますので、詳し
いことは事前に手続き場所に問い合わせてください。

原付バイク・軽自動車税などの登録変更のしかた

バイクや小型車、眠ったまま
になっていませんか

和
帖
・
和
と
じ
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

結
婚
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
昼

食
会

水
質
検
査
計
画
（
案
）
へ
の
意
見

勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
無
料
登

録
団
体

セ
ク
ハ
ラ
・
パ
ワ
ハ
ラ
防
止
＆

両
立
支
援
セ
ミ
ナ
ー

子
育
て
グ
ル
ー
プ
支
援
教
室

（
す
く
す
く
教
室
）

市
では「八女市男女共同参画のまちづくり条例」

に基づき、啓発活動などに取り組んでいます。

条例の最大の特徴ともいえるのが、男女共同参画推

進支援委員制度です。

　夫や恋人からの暴力、職場での性的嫌がらせ、性

別を理由とした差別などの相談に応じ、必要な支援

を行います。あなたが暴力で悩んでいるなら、ひと

りで悩まずにまずは電話をしてください。あなたの周

りに悩んでいる人がいたら、相談窓口を教えてあげ

てください。

♥相談日＝毎月第２木曜 13時 30分～ 16時 30分

　※要予約。相談は無料、秘密厳守です。

♥予約・問い合わせ＝男女共同参画・生涯学習課

　（市役所２階☎２３・１３１４）

♥支援委員＝甲木京子さん

福岡市女性センターや久留米市男女平等

推進センターでの勤務を経て、現在、佐賀

県立男女共同参画センターの事業コーディ

ネーター。平成16年から、支援委員として

多くの相談者を支援しています。

まずは
お電話を
☎23・1314

男女共同参画推進
支援委員制度を
知っていますか？

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
に
つ
い
て　

１
月
19
日
㈫
か
ら
優
先
接
種
対
象
外
の
人
も
接
種
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
接
種

は
予
約
制
で
す
の
で
、
希
望
す
る
人
は
か
か
り
つ
け
医
な
ど
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
●
問
い
合
わ
せ
＝
健
康
課
（
☎
２
３
・
１
３
５
２
）
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重
が
２
５
０
０
グ
ラ
ム
以
下
の
低
出

生
体
重
児
を
持
つ
保
護
者

●
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
＝
南
筑

後
保
健
福
祉
環
境
事
務
所

（
☎
０
９
４
４
・
７
２
・
２
１
８
５
）

●
日
時
＝
２
月
26
日
㈮
14
時
～
16
時

30
分
※
参
加
無
料
、
定
員
１
０
０
人

●
会
場
＝
福
岡
県
八
女
総
合
庁
舎

●
内
容
＝
堀
義
晴
さ
ん
（
チ
ク
ゴ
医

院
院
長
）
の
講
演
「
わ
か
り
や
す
い

腎
臓
病
の
話
」
、
運
動
指
導

●
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
＝
南
筑

後
保
健
福
祉
環
境
事
務
所

（
☎
０
９
４
４
・
７
２
・
２
１
８
５
）

　

誰
も
が
気
軽
に
楽
し
め
る
ス
ポ
ー

ツ
教
室
で
す
。
室
内
用
運
動
靴
を
持

参
し
て
く
だ
さ
い
。

●
日
時
＝
２
月
13
日
㈯
・
27
日
㈯
20

時
～
※
参
加
無
料

●
種
目
＝
フ
ァ
ミ
リ
ー
バ
ト
ミ
ン
ト

ン
、
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
な
ど

●
会
場
・
問
い
合
わ
せ
＝
総
合
体
育

館
（
☎
２
４
・
１
２
３
０
）

●
日
時
＝
２
月
20
日
㈯
10
時
～
15
時

※
要
予
約
。
予
約
受
付
時
間
は
平
日

13
時
～
17
時

●
会
場
＝
広
川
町
保
健
福
祉
セ
ン

タ
ー
は
な
や
ぎ
の
里

●
予
約
・
問
い
合
わ
せ
＝
福
岡
県
司

法
書
士
会
筑
後
支
部

（
☎
０
９
４
２
・
３
２
・
６
６
４
１
）

　

年
金
や
生
活
保
護
費
を
担
保
に
違

法
に
貸
し
付
け
、
違
法
な
回
収
を
行

う
金
融
業
者
の
被
害
に
関
す
る
相
談

に
司
法
書
士
が
応
じ
ま
す
。

●
日
時
＝
２
月
13
日
㈯
10
時
～
16
時

●
相
談
電
話
番
号
＝
☎
０
９
２
・
７

２
４
・
９
５
０
５
※
相
談
日
以
後
も

平
日
18
時
～
20
時
に
同
番
号
で
相
談

可
能

●
問
い
合
わ
せ
＝
福
岡
県
青
年
司
法

書
士
協
議
会
事
務
局
・
柿
木
さ
ん

（
☎
０
９
２
・
２
８
３
・
３
０
８
０
）

　

平
成
22
年
４
月
１
日
か
ら
、
身
体

障
害
者
手
帳
に
「
肝
機
能
障
害
」
が

追
加
さ
れ
ま
す
。
指
定
医
師
の
診
断

を
受
け
、
県
の
審
査
の
結
果
、
認
定

基
準
を
満
た
す
人
に
は
身
体
障
害

者
手
帳
が
交
付
さ
れ
、
障
害
の
程
度

に
応
じ
て
さ
ま
ざ
ま
な
障
害
者
福
祉

サ
ー
ビ
ス
が
利
用
で
き
ま
す
。
詳
し

　

旧
黒
木
町
・
立
花
町
・
矢
部
村
・

星
野
村
の
皆
さ
ん
に
お
知
ら
せ
し
ま

す
。

※
旧
八
女
市
の
皆
さ
ん
は
変
更
あ

り
ま
せ
ん
。

　

現
在
お
持
ち
の
保
険
証
は
、
３

月
31
日
ま
で
使
用
で
き
ま
す
。

　

た
だ
し
、
資
格
の
変
更
な
ど
に

よ
る
再
発
行
の
場
合
は
、
新
し
い

保
険
証
に
な
り
ま
す
。

　

今
ま
で
お
持
ち
だ
っ
た
保
険
証

は
、
２
月
１
日
以
降
使
用
で
き
ま

せ
ん
。
新
し
い
保
険
証
を
１
月
末

に
交
付
し
て
い
ま
す
。

　

今
ま
で
お
持
ち
だ
っ
た
医
療
証

は
、
２
月
１
日
以
降
使
用
で
き
ま

せ
ん
。
新
し
い
医
療
証
を
１
月
末
に

交
付
し
て
い
ま
す
。

　

国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
の
人

は
、
現
在
お
持
ち
の
認
定
証
を
有

効
期
限
ま
で
そ
の
ま
ま
使
用
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
た
だ
し
、
異
動

が
あ
っ
た
場
合
や
、
破
損
な
ど
で

再
交
付
す
る
場
合
は
、
新
し
い
証

に
変
更
に
な
り
ま
す
。

　

後
期
高
齢
者
医
療
被
保
険
者
の

人
は
、
今
ま
で
お
持
ち
だ
っ
た
認
定

証
を
使
用
で
き
な
く
な
り
ま
す
の

で
、
新
し
い
認
定
証
を
２
月
に
交

付
し
ま
す
。

◉
問
い
合
わ
せ

市
民
課
国
保
年
金
係

（
☎
２
３
・
１
１
１
６
）

市
民
課
公
費
医
療
係

（
☎
２
３
・
１
１
１
７
）

黒
木
総
合
支
所
（
☎
４
２
・
１
１
１
３
）

立
花
支
所
（
☎
２
３
・
４
９
３
２
）

矢
部
支
所
（
☎
４
７
・
３
１
１
２
）

星
野
支
所
（
☎
５
２
・
３
１
１
３
）

黒
木
町
・
立
花
町
・
矢
部
村
・

星
野
村
の
皆
さ
ん
の
保
険
証
・

医
療
証
な
ど
の
更
新
に
つ
い
て

市
町
村
合
併
に
伴
う

国
民
健
康
保
険
被
保
険
者

証
・
高
齢
受
給
者
証

後
期
高
齢
者
医
療
被
保
険

者
証

乳
幼
児
医
療
証

障
害
者
医
療
証

ひ
と
り
親
家
庭
等
医
療
証

限
度
額
適
用
認
定
証

標
準
負
担
額
減
額
認
定
証

腎
疾
患
予
防
研
修
会

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
を
楽
し
も
う

司
法
書
士
に
よ
る
無
料
法
律
・

成
年
後
見
相
談
会

違
法
年
金
担
保
金
融
１
１
０
番

肝
機
能
障
害
の
障
害
認
定

保険証などの種類 ２　月 ３　月 ４　月

国民健康保険被保険者証

高 齢 受 給 者 証 現在の保険証・認定証が

３月 31日まで使用できます

新しい保険証・

認定証になります
国民健康保険の

限 度 額 適 用 認 定 証

標準負担額減額認定証

後期高齢者医療被保険者証

新しい保険証・認定証・医療証になります

（今までお持ちだった保険証・認定証・医療証は使用できません）

後期高齢者医療の
限 度 額 適 用 認 定 証

標準負担額減額認定証

乳 幼 児 医 療 証

障 害 者 医 療 証

ひとり親家庭等医療証
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い
手
続
き
方
法
や
指
定
医
師
の
い
る

医
療
機
関
に
つ
い
て
は
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

●
申
請
受
付
＝
２
月
１
日
㈪
～

●
問
い
合
わ
せ
＝
福
祉
課
し
ょ
う
が

い
者
福
祉
係
（
☎
２
３
・
１
３
３
５
）

　

２
月
は
県
下
一
斉
ね
ず
み
防
除
運

動
月
間
で
す
。
ね
ず
み
は
経
済
的
な

損
害
を
与
え
る
ほ
か
、
各
種
疾
病
を

媒
介
し
ま
す
。
各
家
庭
で
ね
ず
み
の

防
除
に
努
め
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、

使
用
す
る
殺
鼠そ

剤
（
一
袋
50
円
）
を

社
会
環
境
課
で
販
売
し
て
い
ま
す
。

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ
＝
社
会
環
境
課

（
☎
２
３
・
１
４
６
２
）

　

市
町
村
立
学
校
の
講
師
、
養
護
助

教
諭
、
学
校
栄
養
士
代
理
職
員
、
学

校
事
務
代
理
職
員
の
希
望
者
を
登
録

し
て
い
ま
す
。
と
く
に
小
学
校
お
よ

び
中
学
校
数
学
、
理
科
、
家
庭
、
美
術
、

技
術
、
音
楽
の
講
師
希
望
者
が
少
な

い
状
況
で
す
。
該
当
免
許
状
所
持
の

人
は
ぜ
ひ
登
録
を
お
願
い
し
ま
す
。

●
資
格
＝
次
の
免
許
状
・
資
格
を
有

す
る
こ
と
。
取
得
見
込
も
可
。

▼
講
師
＝
登
録
を
希
望
す
る
校
種
、

教
科
の
教
育
職
員
免
許
状
▼
養
護
助

教
諭
＝
養
護
教
諭
免
許
状
▼
学
校
栄

養
士
代
理
職
員
＝
栄
養
士
▼
学
校
事

務
代
理
職
員
＝
免
許
状
不
要

※
志
願
書
は
南
筑
後
教
育
事
務
所
で

配
付
し
て
い
る
ほ
か
、
県
教
育
委
員

会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
で
き
ま
す
。

●
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
＝
南
筑

後
教
育
事
務
所

（
☎
０
９
４
２
・
５
３
・
７
３
４
２
）

●
日
時
＝
①
２
月
18
日
㈭
13
時
30
分

～
15
時
30
分
②
２
月
23
日
㈫
10
時
～

11
時
30
分
お
よ
び
12
時
30
分
～
15
時

30
分

●
会
場
＝
①
西
公
民
館
②
室
岡
公
民
館

●
問
い
合
わ
せ
＝
市
献
血
推
進
協
議

会
（
☎
２
３
・
０
２
９
４
）

　

市
民
の
ス
ポ
ー
ツ
活
動
に
体
育
館

や
運
動
場
を
開
放
し
て
い
ま
す
。
利

用
し
た
い
人
は
事
前
に
団
体
登
録
を

し
た
う
え
で
、
必
ず
「
利
用
者
の
会
」

に
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

《
３
月
利
用
者
の
会
》

●
期
日
＝
２
月
20
日
㈯

●
時
間
・
学
校
名
＝
▼
13
時
30
分
～

福
島
小
、
長
峰
小
、
福
島
中
▼
14
時

15
分
～
八
幡
小
、
岡
山
小
、
西
中
▼

15
時
～
上
妻
小
、
三
河
小
、
南
中
▼

15
時
45
分
～
忠
見
小
、
川
崎
小
、
北

川
内
小
、
見
崎
中
、
上
陽
中

●
会
場
・
問
い
合
わ
せ
＝
総
合
体
育

館
（
☎
２
４
・
１
２
３
０
）

◦２月４日㈭・18日㈭13時～16時

　／法務局八女支局

　　（要予約☎２３・２６０３）

◦２月12日㈮13時30分～16時

　／社会福祉会館

　　（要予約☎２３・０２９４）

◦２月26日㈮13時30分～16時

　／地域福祉センター

　　（要予約☎５４・３００３）

◦２月19日㈮13時30分～16時

　／地域交流センターふじの里

　　（要予約☎４２・３３２０）

◦２月19日㈮10時～12時

　／商工会議所（要予約☎２２・５１６１）

多重債務相談

◦毎週火曜13時30分～16時

　／社会福祉会館

　（要予約☎０９４２・３０・０１４４）

消費生活相談（来訪または電話相談）

◦毎週月・水・金曜８時30分～16時30分

　／消費生活相談窓口（☎２３・１１８３）

男女共同参画推進支援委員相談

◦２月18日㈭13時30分～16時30分

　／男女共同参画・生涯学習課

　（要予約☎２３・１３１４）

女性相談

◦２月22日㈪９時～12時／働く婦人の家

なんでも人権相談

◦２月５日㈮10時～15時

　／社会福祉会館・地域福祉センター

◦２月10日㈬10時～15時

　／総合保健福祉センターかがやき

行政相談

◦２月４日㈭13時～16時／社会福祉会館

◦２月８日㈪13時30分～16時

　／地域福祉センター

◦２月３日㈬・17日㈬９時30分～12時

　／地域交流センターふじの里

◦２月15日㈪９時～12時

　／立花市民センター

司法書士相談

◦２月19日㈮13時30分～16時

　／社会福祉会館

心配ごと相談

◦２月３日㈬・17日㈬13時30分～16時

　／社会福祉会館

◦２月10日㈬・24日㈬13時30分～16時

　／地域福祉センター

◦２月３日㈬・17日㈬９時30分～12時

　／地域交流センターふじの里

◦２月10日㈬・24日㈬９時30分～12時

　／総合保健福祉センターかがやき

税務相談

◦２月８日㈪10時～15時／商工会議所

社会保険相談

◦２月17日㈬10時～15時／商工会議所

不動産相談

◦２月24日㈬13時～15時／商工会議所

創業・経営支援相談会

◦２月15日㈪13時30分～16時30分

　／商工会議所

日本政策金融公庫相談

◦２月５日㈮13時～15時／商工会議所

出前経営個別相談

◦２月10日㈬10時～16時／商工会議所

　（要予約☎２２・５１６１）

補聴器の修理と相談

◦２月16日㈫13時～14時30分／市役所

◦２月18日㈭９時～10時

　／地域福祉センター

◦２月12日㈮・16日㈫10時～12時

　／地域交流センターふじの里

◦２月２日㈫・16日㈫10時～12時

　／総合保健福祉センターかがやき

◦２月４日㈭11時～12時／矢部公民館

◦２月25日㈭10時～12時／星野支所

家庭児童相談室

◦平日９時30分～16時

　／市役所内（☎２３・１４４８）

精神保健福祉相談

◦毎週月曜14時30分～16時

　／南筑後保健福祉環境事務所分庁

　舎（八女総合庁舎）

　（要予約☎０９４４・７２・２１７６）

エイズ検査とエイズ電話相談

◦毎週月曜14時～15時

　／南筑後保健福祉環境事務所分庁

　舎（八女総合庁舎）

　（☎０９４４・７２・２８１２）

教育相談

◦平日９時～17時／八女市教育研究所

　（☎０１２０・７８４・１１０）

教育相談

◦無休・24時間受付／南筑後教育事務所

　（☎０９４２・５２・４９４９）

交通事故相談

◦平日９時30分～12時・13時～16時40分

　／日本損害保険協会

　（☎０９２・７１３・７３１８）

犯罪被害者相談電話

◦平日９時～18時／県警察本部

　（☎０９２・６３２・７８３０）

難病ホットライン

◦平日8時30分～17時15分

　／南筑後保健福祉環境事務所

　（☎０９４４・７２・２６１０）

多重債務相談

◦平日９時～12時・13時～17時

　／福岡財務支局

　（☎０９２・４１１・７２９１）

ね
ず
み
防
除
運
動
月
間

市
町
村
立
学
校
の
講
師
登
録

制
度
の
ご
案
内

献
血
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

小
・
中
学
校
の
体
育
施
設
を

利
用
し
ま
せ
ん
か

相談はお気軽にどうぞ

無料法律相談

その他の相談

電 話 相 談



牛嶋  咲
さ

妃
き

ちゃん百
もも

富
とみ

  悠
ゆう

介
すけ

ちゃん堀　剛
ごう

希
き

ちゃん豊田 未
み

侑
ゆ

ちゃん 四
し

牟
む

田
た

 やこちゃん

黒田  ゆきのちゃん入部  蓮
れん

埜
や

ちゃん宮内  悠
はる

杜
と

ちゃん野中  大
や ま と

翔ちゃん小塩  萌
も

々
も

奈
な

ちゃん

島田  結
ゆ

奈
な

ちゃん松崎  小
こ

春
はる

ちゃん梅野  菜
な

々
な

心
み

ちゃん三宅  佑
ゆ

奈
な

ちゃん樋口  晴
はる

也
や

ちゃん

Ｈ
21年
２
月
２
日
生
（
蒲
原
）

Ｈ
21
年
２
月
３
日
生
（
岩
崎
）

Ｈ
21年
２
月
８
日
生
（
北
平
塚
）

Ｈ
21
年
２
月
10
日
生
（
室
岡
）

Ｈ
21
年
２
月
９
日
生
（
忠
見
）

Ｈ
21年
２
月
10日
生
（
忠
見
）

Ｈ
21
年
２
月
17
日
生
（
馬
場
）

Ｈ
21年
２
月
18日
生
（
高
塚
）

Ｈ
21
年
２
月
18
日
生
（
黒
木
町
本
分
）

Ｈ
21年
２
月
19日
生
（
本
村
）

Ｈ
21年
２
月
19日
生
（
馬
場
）

Ｈ
21年
２
月
20日
生
（
高
塚
）

Ｈ
21年
２
月
21日
生
（
黒
木
町
本
分
）

Ｈ
21年
２
月
21日
生
（
高
塚
）

Ｈ
21年
２
月
21日
生
（
前
古
賀
）

さーちゃんの笑顔でい
やされます。元気一杯
に育ってネ。

いつも元気で素敵な笑
顔ありがとう!!玲奈お姉
ちゃんと仲良くね♡

わが家のアイドル剛く
ん♡いっぱい食べて、
大きく育ってネ！！

お兄ちゃんが大好きな
みゆちゃん。元気いっ
ぱい育ってね。

お誕生日おめでとう♡
これからも上手なダンス
を見せてね。

笑顔の素敵なゆきの♪あなた
は家族の癒しです。お姉ちゃ
ん、これからも仲良く遊ぼうね！

これからも笑顔いっぱ
いで元気に育ってね。
蓮ちゃん大好き♡

いつもにっこりはる君。
笑顔を絶やさず元気
いっぱいに育ってね。

いやし系の笑顔でいたず
ら大好きの大翔☆名前の
とおり大きくなってね。

甘えん坊のももな♡
大人になってもパパに甘
えてね。愛してるよ♡

結奈ちゃん、お誕生日おめ
でとう。これからも元気いっ
ぱいにすくすく育ってね。

お兄ちゃんと仲良く、
すくすく元気に育って
ね。

パパ激似の菜々心♥
お誕生日おめでとう！
元気に育ってネ♥

いつも佑奈の笑顔で皆幸
せになるよ。
元気に大きくなぁれ♡

ニコニコおっとりいや
しのはるくん♡これから
も、たくましく育ってね。

編

集

後

記

▼
「
芸
術
上
で
内
容
と
か
形
式
と
か
い
う
事

が
よ
く
論
ぜ
ら
れ
る
が
、
そ
の
響
い
て
来
る

も
の
は
そ
ん
な
悠
長
な
も
の
で
は
な
い
。（
略
）

作
者
の
仕
事
を
し
て
い
る
時
の
精
神
の
リ
ズ

ム
の
強
弱
―
問
題
は
そ
れ
だ
け
だ
」（
志
賀
直

哉
「
リ
ズ
ム
」
）
広
報
担
当
に
な
っ
て
多
く
の

記
事
を
書
き
ま
し
た
。
い
つ
も
志
賀
の
言
葉

を
意
識
し
て
い
ま
し
た
。
文
章
を
通
し
て
「
精

神
の
リ
ズ
ム
」
を
人
の
目
に
さ
ら
し
て
い
る
つ

も
り
で
し
た
。
志
賀
は
文
章
に
限
ら
ず
、
リ

ズ
ム
が
響
い
て
く
る
よ
う
な
「
偉
（
す
ぐ
）
れ

た
人
間
の
仕
事
」
に
触
れ
る
と
快
感
だ
、
と

言
っ
て
い
ま
す
。
市
役
所
の
仕
事
も
同
じ
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
職
員
の
「
精
神
の
リ
ズ

ム
」
が
現
れ
ま
す
。
ま
ち
づ
く
り
と
い
う
仕
事

に
は
市
民
全
体
の
そ
れ
が
現
れ
る
と
も
言
え

ま
す
。
２
月
１
日
に
誕
生
す
る
新
八
女
市
に
、

快
い
リ
ズ
ム
が
響
く
と
信
じ
て
。
（
Ｓ
・
Ｈ
）

▼
生
ま
れ
育
っ
た
上
陽
町
が
大
好
き
で
し

た
。
八
女
市
と
合
併
し
、
八
女
の
白
壁
の

町
並
み
や
歴
史
・
文
化
や
人
々
が
大
好
き

に
な
り
ま
し
た
。
平
成
22
年
２
月
1
日
、

合
併
に
よ
り
県
内
2
番
目
の
面
積
を
持

つ
八
女
市
が
誕
生
し
ま
し
た
。
愛
す
る
ふ

る
さ
と
が
、
ど
ん
ど
ん
広
が
っ
て
い
き
ま

す
。
こ
の
ま
ち
に
住
む
皆
さ
ん
の
愛
を
い
っ

ぱ
い
伝
え
て
い
け
ま
す
よ
う
に
。（
Ｋ
・
Ｓ
）

お買い物やパーティーは八女市でどうぞ！

人　口 71,127 (- 36) 出生 46 人

男 33,484 (- 16) 死亡 72 人

女 37,638 (- 28) 転入 133 人

世帯数 23,624 (+10) 転出 143 人

　※（　）内は前月比

▼人口と世帯（1月1日現在）   ▼ 12 月の異動

7日（日）

◦樋口整形外科（大島）23・2765

◦今村循環器科・内科（黒木町）33・2115

◦秋山歯科（高塚）22・7711

１１日（祝）

◦ごんどう内科（山内）23・3010

◦後藤内科医院（上陽町）54・2221

◦山村歯科（筑後市）0942・53・3106

◦山下眼科（筑後市）0942・53・2225

１４日（日）

◦古賀泌尿器（馬場）24・3121

◦たちばな森の里（立花町）35・1000

◦石橋歯科（本町）24・5207

２１日（日）

◦吉山クリニック（稲富）30・2200

◦矢部村診療所（矢部村）47・2700

◦ふじわら歯科（筑後市）0942・52・4067

２８日（日）

◦今里整形外科（高塚）23・7715

◦林医院（立花町）23・5557

◦近藤歯科（筑後市）0942・52・4561

救急指定病院

◦公立八女総合病院（高塚）23・4131

◦柳病院（吉田）23・2176

◦川﨑病院（納楚）23・3005

◦馬場病院（広川町）32・3511

✚２月の在宅医当番表 ※変更になっていることがありますの
で電話で確認してください。

おたんじょうびおめでとう
満１歳のお子様の写真を募集しています。名前・生年月日・住所・簡単なコ
メント（30字以内）を添えて、誕生日前月の７日までに直接お持ちいただく
か、郵送でお申し込みください。応募多数の場合は先着順となります。写真
はお返ししていません。●申し込み＝市長公室秘書広報係（☎ 23・1110）

八女市 立花町 黒木町 矢部村 星野村

12月の火災・救急の状況　※（　）内は1月からの累計

火災出火件数 0（21） 0（10） 0（10） 0（2） 0（0）

救急出動件数 153（1708） 45（405） 48（626） 19（149） 5（77）

救急搬送人数 144（1639） 44（398） 48（611） 15（137） 4（70）

12月の交通事故の状況　※（　）内は1月からの累計

発生件数 45（458） 5（57） 19（238） 4（32） 7（54）

傷　　者 54（577） 7（74）6（72）0（4） 0（6）

死　　者 1（7） 0（0） 0（1） 0（0） 0（0）

　　　●固定資産税（第4期）

　　　●国民健康保険税・介護保険料（第8期）

　　　●後期高齢者医療保険料（第8期）

　　　●市営住宅家賃（2月分）　 ●保育料（2月分）

　　　●水道料金・下水道使用料

　　　●下水道受益者負担金

納期限・口座振替日は３月１日（月）
※納税は安全便利な口座振替をご利用ください。
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